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独立行政法人統計センターの業務の実績に関する全体的評価表（案） 

Ⅰ 業務の実績に関する項目別評価総括 

 
１ 業務運営の効率

化 

平成21年度は、職員数や事業経費の削減を図る一方、高品質な公的統計の安定的な作成・提供を賢持するため、ＩＣＴを活用

した業務刷新や外部リソースを活用した業務方法の再構築を図ったほか、ＡＢＣ／ＡＢＭを基礎とした業務マネジメントと、各

部門間の品質管理を連携・連結させるＴＱＭを実施し、ＰＤＣＡサイクルに基づく成果志向の業務運営に取り組んだ。 

平成21年度の人件費（退職手当を除く。）は6,353百万円で、業務量の増加に伴って要員投入量が増加（対前年度10,287人日

（4.2％）増）したため、前年度に比べ1.1％の増加となったが、投入する要員の雇用形態を工夫することにより、要員投入量と

比べ、人件費の増加幅を3.1ポイント低く抑えることができた。また、「独立行政法人統計センターにおける業務・システム最適

化計画」に基づき、平成21年８月にサーバ等を撤去したことにより、効果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減となっ

た。そのほか、消耗品の一括調達等による調達事務の効率化、随意契約や一者応札などの調達案件を見直し、経費の合理化を推

進した結果、21年度における経常的な業務経費・一般管理費は12.6億円で、効果比較年度の19年度に対する割合は89.4％で約1.5

億円の削減、20年度と比べると6.6％、約0.8億円の減となった。 

常勤職員については、国家公務員に準じた削減を進めており、21年度末の常勤職員数は850人（年度目標863人）となっている。

役職員の給与水準についても、対国家公務員比で94.4となっており、適切に保たれているといえる。 

製表業務の民間開放については、平成21年経済センサス－基礎調査において、事務の一括発注により、委託経費の節減及び事

務の効率化を図るとともに、同調査及び平成21年全国消費実態調査の符号格付・入力事務の民間委託において、事前テスト（入

札参加資格審査）や業務説明会の実施、履行施設での実地指導などにより、格付精度の維持・向上、万全な品質管理の徹底・情

報セキュリティ対策に取り組んでいる。平成22年国勢調査においても、上記２調査の実施状況等を踏まえ、民間委託の検討を進

めている。また、ＩＣＴの活用については、上記２調査の符号格付事務へのオートコーディングシステムの導入により、要員投

入量にして16,655人日分の削減効果（推定）があった。 

職員の能力開発については、外部研修・セミナー等に積極的に職員を派遣したほか、製表技術の継承のため積極的に内部研修

を行うなど、適切な能力開発が行われている。また、増大する業務に対応するため、製表グループや分類主幹において組織体制

を整備するなど、能率的な業務運営の確保に取り組んでいる。さらに、役員からのメッセージ等をイントラネットに掲載するこ

とにより経営側の姿勢を職員に周知するとともに、「職員提案制度」を設け、職員からの業務改善提案を受けるなど、職員の積

極的な貢献を促す取組を行っている。 

随意契約等の見直しについては、「公共調達の適正化について」を踏まえ、「随意契約見直し計画」を着実に実施するとともに、

随意契約の見直しの徹底による競争入札の推進及び調達情報の公開等に取り組んでいる。また、調達の実施に当たっては、会計

部門内で相互牽制を行い、適正な経費執行を確保する体制を整備しているほか、すべての入札・契約事務について毎月監事監査

を実施し、その結果を理事長に報告することにより、実効性を確保している。さらに、監事・外部有識者による「独立行政法人

統計センター契約監視委員会」を設置し、競争性のない随意契約・一般競争入札における一者応札案件についての点検・見直し

を行い、改善に取り組んでいる。このほか、「独立行政法人における契約の適正化（依頼）」に基づき、平成21年10月に総合評価

落札方式に関する条項の追加及び包括的随意契約条項の廃止等、会計規程及び契約事務取扱要領を改正し、調達手続の明確化が

図られている。 

以上のことから、業務運営の高度化・効率化という所期の目標は、十分に達成していると認められる。 
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２ 国民に対して提

供するサービスそ

の他の業務の質の

向上 

国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表、受託製表、加工統計の作成等については、全体として、総務省など委託

者が策定した製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が実施され、ほとんどの製表等業務にお

いて、要求された品質で製表結果等が期限までに提供され、委託元府省等からも「満足」との回答を得ている。これらのことか

ら、納期と品質の両面において、委託者の要求を十分満たす業務が行われていると認められる。 

周期調査の要員投入量についてみると、住宅・土地統計調査においてデータチェック審査事務の審査方法の変更（リスト審査

からＰＣ画面上での審査）により大幅な事務の効率化が図られたことは評価できる。 
平成21年経済センサス－基礎調査では、その前身である事業所・企業統計調査において都道府県で実施していた調査票のデー

タ入力事務及び産業分類符号格付事務（以下「符号格付事務等」という。）を統計センターにおいて一括処理することとしたた
め、業務量が大幅に増加した。業務量を要員投入量に換算すると、総要員投入量は127,894人日（内訳は、統計センター職員分
が27,094人日、民間事業者委託分（符号格付事務等の一部）が85,500人日（推定）、産業分類符号のオートコーディングによる
効率化人員が15,300人日（格付を人手処理した場合の推定））となった。 

経費面でみると、民間事業者に委託した符号格付事務等にかかる経費は、従来どおり都道府県で実施した場合は870,637千円
（平成18年事業所・企業統計調査での都道府県への委託費（実績）に基づき、平成21年経済センサス－基礎調査の基本数に置き
換えて積算した試算値）だが、統計センターで実施した実績額は390,679千円となり、約4.8億円の経費が削減され、大幅な効率
化が図られている。 

統計センター職員の投入量については、予定より増加（対計画6,066人日（29％）増）したが、主な要因は、調査票の記入不

備による検査事務の増加（対計画1,941人日増）、ＯＣＲ読取の不具合への対応（対計画1,082人日増）、統計局の調査区設定誤り

（未同定・誤同定）の判明による追加事務の発生（対計画2,774人日増）などであり、いずれも外部要因によるものである。こ

れら計画外の業務を除くと、対計画54人日（0.3％）の減少となっており、効率的な業務運営が行われていると認められる。 

経常調査業務について、業務量の変動に即応した人員の機動的配置、品質管理の徹底による手戻り等の排除などの合理化を図

った結果、経常５調査（労働力調査、小売物価統計調査（消費者物価指数）、家計調査、個人企業経済調査及び科学技術研究調

査）の要員投入量について、対前年度比約９％の削減を達成したことは評価できる。サービス産業動向調査及び家計消費動向調

査の要員投入量はいずれも対前年度比で増加しているが、年度で変動する事務を除くといずれも減少となり、また、満足度につ

いてもすべての委託先が「満足」という状況であり、効率的な業務運営を行っていると認められる。 

受託製表業務の要員投入量は、対計画81人日（0.9％）の増加となったものの、すべての業務について定められた期限までに

製表を完了し、また、満足度についてもすべての委託元が「満足」という状況であり、効率的に質の高い業務を行っていると認

められる。 

平成20年度から提供を開始した「政府統計共同利用システム」については、最適化計画に基づく運用管理を行っており、「政

府統計の総合窓口（e-Stat）」の統計表へのアクセス件数は2,954万件と、昨年（1,453万件）の倍以上となっている。新統計法

の全面施行に伴って平成21年度から開始した匿名データの提供は４調査23件を行い、また、利用者に対してアンケートを行うこ

とにより、今後のサービス改善に取り組んでいる。また、神戸大学・法政大学と連携協力協定を締結し、当該機関経由で匿名デ

ータの提供サービスを行うなど、官学連携の取組を進めている。さらに、統計関連学会等において、公的統計の二次利用とその

利用手続に関する周知・広報に積極的に取り組んでいる。 

技術の研究については、オートコーディングシステム及びデータエディティングに関する研究が重点的に進められている。オ

ートコーディングシステムの研究では、住宅・土地統計調査及び経済センサス-基礎調査の格付業務への導入の成果を踏まえ、

国勢調査及び経済センサス-活動調査等への実用化に向けた研究が行われており、更なる業務の高度化・効率化が期待される。 

このほか、品質管理活動推進策に基づく製表業務の品質管理活動を着実に実施するとともに、実施状況の監視、達成状況の評

価、更なる活動内容の見直しを行い、製表業務におけるＰＤＣＡサイクルを通じた品質の維持・向上に努めている。また、再集 
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計があった調査については徹底した対応策を講じ、再発防止に努めている。 

以上のことから、高品質の製表結果の提供という所期の目標は、十分に達成されていると認められる。 

３ 財務内容の改善 

平成21年経済センサス－基礎調査等周期調査における外注委託費及び非常勤職員の投入コストなどがかさんだものの、経常統

計調査等に係る経費及び一般管理費に関しては、前期末年度（平成19年度）比で10％以上削減しており、予算比でも４％近い削

減をしている。また、役員及び常勤職員に対する人件費（法定福利費、退職手当除く）の削減に関しても、常勤職員の削減が行

われており、一定水準以上の成果がある。 

また、当期総利益の356百万円について、その内訳は業務の効率化等による人件費利益（396百万円）、リース会計処理利益（約

15百万円）、消費税の納付費用（▲56百万円）等であり、適切な利益計上と判断できる。 

このほか、法定外を含む福利厚生費について、国の取扱いに準じており、不要の福利厚生費は存在しない。 

以上のことから、適正な財務管理という所期の目標は、十分に達成されていると認められる。 

 ４ その他 

人材の確保については、全国の専門学校へ出向き、業務説明会を実施して採用希望者の増加に努めている。また、採用した職

員については国との人事交流を進め、広い視野を持った人材を養成するとともに、定年退職者の再任用など、専門性を有する人

材を有効に活用している。さらに、統計機関として本来必要な情報セキュリティ対策のみならず、コンプライアンスや公務員倫

理についても研修を実施するなど、職員の能力向上にも努めている。これらにより、職員の知識・技術の向上が図られ、組織と

しての能率向上に寄与することが期待される。 

また、内部統制については、定期的に役員から職員に対するメッセージをイントラネットに掲載することにより、リーダーシ

ップを発揮する環境を整備しているほか、経営理念や年度計画・事業計画等をイントラネットに掲載し、職員への周知徹底を行

っている。さらに、原則として四半期ごとに事業計画に掲げた事項の進捗、達成状況を理事長に報告し、次年度の年度計画、事

業計画の作成に反映させている。 

このほか、環境物品の100％調達を引き続き達成し、環境に配慮した業務運営がなされている。 

以上のことから、統計センターの製表業務運営を側面から支援する取組の実施、体制整備という目標は、十分達成されている

と認められる。 
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Ⅱ 中期計画全体の評価（項目別評価等を踏まえた中期計画全体の達成状況） 

中期計画においては、投入量を分析し、その結果を活用して業務運営の高度化・効率化を推進することとされているところ、項目別評価を総合すると、

平成21年度においても、20年度に引き続き各種統計調査の製表業務が基準に基づき進められ、概ね要求された品質で期限までに結果が提供されていると認

められる。また、業務経費及び一般管理費の削減については、前年度比6.6％の削減を達成した結果、効果比較年度の19年度に対する割合は89.4％となり、

中期計画における目標数値（平成24年度までに85％以下）に向けて着実に削減を達成しつつある。また、常勤役職員数についても、中期計画における目標

値である「平成24年度末に前期末（平成19年度末）比94％以下」に向けて着実に削減を達成しつつあり、これらの効率化を引き続き推進することが望まれ

る。 

 役職員の給与については、対国家公務員で94.4、対他法人で89.1となっており、適正な水準に保たれていると認められる。 

 業務・システムの最適化計画の実施については、平成23年度までに約3.9億円の削減目標を立てているところ、21年度までにおいて、効果比較年度の18

年度に比べて約３億円の経費削減を実現しており、同計画に引き続き取り組んでいくことが望まれる。 

また、新統計法に基づき平成21年度から新たに開始された公的統計の二次利用業務について、順調に業務が実施されていると認められる。 

製表業務に関する技術研究については、オートコーディングシステム及びデータエディティングに関する研究が重点的に進められており、21年度におい

て住宅・土地統計調査及び経済センサス-基礎調査の格付業務でその導入成果が現れたところである。今後も、国勢調査及び経済センサス-活動調査におけ

る実用化に向けた研究が進められており、更なる業務の高度化・効率化が期待される。 

さらに、人材の確保・育成による組織の能率向上も着実に進められている。 

以上のことから、全体としては、第２期中期目標期間（平成20～24年度）の２年目となる21年度において、中期計画を十分達成したものと認められる。 

Ⅲ 組織、業務運営等の改善、その他の提言 

業務運営の効率化については、平成21年度に初めてＡＢＣ／ＡＢＭを基礎としたコスト構造分析を行い、成果志向の業務運営に取り組んだことは評価で

きる。今後とも継続してコスト構造の分析を行うことにより、統計センター内部の要員投入量だけでなく、外部委託を含めたトータルのコストの評価が可

能となるよう、引き続き取り組むことが望ましい。また、製表業務の品質を数値化するため、委託元府省等に対し、製表業務に対するアンケートを実施し

たことは評価できるが、結果はほぼ99％が「満足」となっており、今後、設問内容や回答方法の改善が望まれる。 

統計データの二次利用については、積極的に周知・広報を行い、また、利用者アンケートによるニーズ把握を行うなど、利用者の利便性に資する取組を

行っていることは評価できる。今後とも、引き続きこれらの取組を行うことにより、法人の自己収入増加につなげることが望まれる。 
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独立行政法人統計センターの業務の実績に関する項目別評価総括表 

評価項目 

評  価 

評 価 

（AA～D） 
理  由 

第１ 業務運営

の効率化に関す

る目標を達成す

るために取るべ

き措置 

１ 業務運営の高度化・効率

化に関する事項 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
職員数及び人件費を始めとした事業経費について、毎年度、その削減を図る一方で、統計センター

の使命と言える高品質な公的統計の安定的な作成・提供を堅持するため、ＩＣＴを活用した業務刷新
や外部リソースを活用した業務方法の再構築を図るほか、ＡＢＣ／ＡＢＭを基礎とした業務マネジメ
ントと、各部門間の品質管理を連携・連結させるＴＱＭを実施し、ＰＤＣＡサイクルに基づく成果志
向の業務運営に取り組んでいることは高く評価できる。 

平成21年度における人件費（退職手当を除く。）は6,353百万円で、業務量の増加に伴って要員投入
量が増加（対前年度10,287人日（4.2％）増）したため、前年度に比べ1.1％の増加となったが、投入
する要員の雇用形態を工夫することにより、人件費の増加幅は、要員投入量（4.2％増）と比べ3.1ポ
イント低く抑えることができている。 
 また、「独立行政法人統計センターにおける業務・システム最適化計画」に基づき、平成21年８月に、
17年国勢調査集計用のクライアント／サーバ機器のうちサーバ等を撤去したことで、21年度は、効果
比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減となった。 
 そのほか、一般事務用消耗品、コピー用紙の調達について、統計局及び人事・恩給局と連携を図り
一括調達することにより、調達事務の効率化及び経済性の向上に努めるとともに、随意契約や一者応
札などの調達案件を見直し、経費の合理化を推進した結果、平成21年度における経常的な業務経費・
一般管理費は12.6億円で、効果比較年度の19年度に対する割合は89.4％で、約1.5億円の削減、20年度
と比べると6.6％、約0.8億円の減となっている。 
業務の効率化により、平成21年度末の常勤職員数は850人（年度目標863人）となり、削減の前倒し・

加速化を進め、国家公務員の定員の純減目標に準じた削減の取組を計画的かつ着実に実施しているこ
とは高く評価できる。役職員の給与水準についても、対国家公務員比で94.4となっており、適切に保
たれているといえる。 
製表業務の民間開放に向けた取組については、平成21年経済センサス－基礎調査において、調査票

等の受付整理事務、ＯＣＲ入力事務及び文字入力事務を一括発注することにより、委託経費の節減及
び事務の効率化を図るとともに、同調査の産業分類符号格付事務及び平成21年全国消費実態調査の家
計簿符号格付・入力事務では、民間事業者に委託するに当たり、事前テスト（入札参加資格審査）の
実施、業務説明会の実施、履行施設へ赴いての実地指導などにより、格付精度の維持・向上、万全な
品質管理の徹底・情報セキュリティ対策に取り組んでいることは高く評価できる。平成22年国勢調査
においては、上記２調査の実施状況等を踏まえ、各種の符号格付事務のほか、調査票等の受付整理事
務、ＯＣＲ入力事務、翻訳事務等についても、民間事業者に委託する方向で検討を進めている。 
さらに、平成21年経済センサス－基礎調査の産業分類符号格付にオートコーディングシステムを導 
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 入し、格付率は目標値として設定した50％を上回る58％を達成し、要員投入量にして15,339人日分の
削減効果（推定）があった。平成21年全国消費実態調査の収支項目分類符号格付の一部についても、
試行的にオートコーディングシステムを導入し、格付率は目標値として設定した二人以上の世帯の
50％、単身世帯の40％を上回る51％を達成し、要員投入量にして1,316人日分の削減効果（推定）があ
った。平成22年国勢調査の前住地及び従業地・通学地の市区町村コード付与についても、平成20年住
宅・土地統計調査及び平成22年国勢調査第３次試験調査の市区町村コードのオートコーディング適用
状況を分析した上で、オートコーディングシステムの適用に向けて準備を進めている。平成22年度に
は、調査票入力業務の効率的かつ確実な遂行のため、ＯＣＲシステムの切換えを予定しているほか、
平成22年国勢調査用ＬＡＮについては、災害時等の業務継続を考慮し、現在の庁舎内には設置せず、
首都圏及び関西圏以外のデータセンターに設置することとしている等、情報通信技術を活用した業務
運営の高度化・効率化が進められている。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 中央集計機関としての統計センターの業務運営のさらなる高度化と効率化等を図るため、コスト構
造分析、ＩＣＴを活用した基盤整備、職員の機動的配置、民間事業者の積極的活用、予算執行の効率
化については、今後も引き続き取り組むことが必要である。 
 
「効率性」： 
 平成21年８月に平成17年国勢調査集計用のクライアント／サーバ機器のうちサーバ等を撤去したこ
とで、21年度は、効果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減となるなど、経常的な業務経費
及び一般管理費の効率的執行を進めるとともに、業務の効率化等においても着実な常勤職員数の削減
に取り組み、目標を上回る21年度末850人（年度目標863人）を実現し、更に削減の前倒し・加速化を
進めるなど、効率性が十分に認められる。 
 
「有効性」： 
 中央集計機関としての統計センターの責務を着実に果たすために、ＩＣＴの活用及び組織体制の充
実により高品質のサービスを低コストで提供するための基盤整備を着実に進めるなど、有効性が認め
られる。 
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２ 効率的な人員の活用に

関する事項 

Ａ 【評価結果の説明】 
 外部研修・セミナー等へ職員を積極的に派遣し、専門的能力の向上を図るため、総務省統計研修所
の統計専門研修を32人が履修したほか、製表技術の継承についても積極的に内部研修を行い、受講し
た職員を対象にアンケートを実施した結果、「大変有意義だった」・「有意義だった」と回答した者の割
合は約90％となり、総務省統計研修所の統計専門研修の履修者35人以上とする平成21年度年度計画の
目標は達成できなかったものの、職員の能力開発が適切に行われているとともに、研修体系の見直し
も積極的に行われている。 
 また、増大する業務に対応するため、業務の性格に応じた機能的な組織体制の整備や人員の重点的
配置を行うことにより能率的な業務運営を確保するとともに、製表グループにおいて、家計調査及び
全国消費実態調査を専門的に処理する体制を新たに整備したほか、分類主幹において、分類精度担当
を分離し、産業・職業分類担当及び収支・行動分類担当を整備し、分類業務の高度化・効率化を図る
ための組織整備をすることで、能率的な業務運営の確保に取り組んでいる。 
統計センターの理念、年度計画、事業計画とともに、定期的に理事長等役員からのメッセージもイ

ントラネットに掲載することで、統計センターの姿勢、ミッションを職員に周知する取組や、「職員提
案制度」を設け、職員から提案された業務改善案のうち、改善効果等が期待されるものについて表彰
するとともに、積極的に業務に採用するといった職員の積極的な貢献を促す取組については、高く評
価できる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 中央集計機関としての統計センターが行う製表業務には高度な専門性と高い技術レベルが要求され
るため、職員の専門的能力の向上に重点を置いた人材育成は必須である。 
 
「効率性」： 
 増大する業務に対応するため、家計調査及び全国消費実態調査を専門的に処理する体制を整備する
とともに、分類業務の高度化・効率化を図るための組織を整備する等、効率的な業務運営に向けた組
織体制の整備を行った。 
 
「有効性」： 
外部研修等へ職員を積極的に派遣し、職員の専門的能力の向上を推進するとともに、業務の性格に

応じた機能的な組織体制の整備や人員の重点的配置を行うことにより能率的な業務運営を確保する等
組織体制の見直しを行っている。これらは、高品質で低コストのサービスを提供する上で効果的であ
る。 
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３ 業務・システムの最適化

に関する事項 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
 「独立行政法人統計センターにおける業務・システムの最適化計画」（平成19年10月決定）は、ホス
トコンピュータのダウンサイジング、統計センターＬＡＮの切替え等を推進し、対象となるシステム
に係る年間経費について削減を行うもので、平成22年８月にホストコンピュータのダウンサイジング
を実施し、クライアント／サーバシステム（以下「Ｃ／Ｓ」という。）へ完全に移行することから、21
年度は、20年度に引き続き、ホストコンピュータで行っている処理をＣ／Ｓで行えるよう、集計シス
テムの開発を段階的に行っており、システムの書換えが必要な20システムのうち２システムを開発し、
19年度及び20年度と合わせて13調査20システムのすべての開発が完了するとともに、Ｃ／Ｓでの運用
を開始しており、最適化計画を、目標を十分達成して推進していると判断した。 
 
「必要性」： 
 経済センサス等の新たな統計調査に係る業務、新統計法全面施行に伴う統計データ二次利用に係る
業務など新たな役割を積極的に担う一方で、行政機関と同様に徹底した合理化が求められていること
から、業務・システムの最適化計画を着実に推進し、業務運営の更なる高度化・効率化を図ることが
必要である。 
 
「効率性」： 
 業務・システムの最適化計画に基づき、平成22年度のホストコンピュータのダウンサイジングに向
け、21年度はシステムの書換えを完了させたほか、21年８月に平成17年国勢調査の集計業務用のサー
バ等の撤去したことで、効果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減を実現し、十分効率的に
業務を行っている。 
 
「有効性」： 
 業務・システムの最適化計画を着実に推進することにより、平成17年国勢調査用の集計業務用のサ
ーバ等の撤去による経費削減が図られるため、統計センター全体の業務運営の効率化及び経費削減に
効果的である。 
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４ 随意契約の見直しに関

する事項 

Ａ 【評価結果の説明】 
 平成21年度における随意契約については、前年度と比べ金額は増加したものの、件数は減少してお
り、一般競争入札への見直しが図られている。また、「公共調達の適正化について」を踏まえ、19年度
に策定した「随意契約見直し計画」を着実に実施するとともに、随意契約の見直しの徹底による競争
入札の推進及び調達情報の公開等の取組を行っている。平成21年度の実績については、随意契約の件
数は７件、金額は38百万円であり、前年度と比べ件数は同数で、金額は4百万円の増となった。当該７
件のうち３件は、霞が関ＷＡＮサービス、水道料及びガス料で、一者のみがサービスを提供している
随意契約によらざるを得ないもので、残りの４件はいずれも18年度に契約した複数年契約（プログラ
ムプロダクト使用許諾３件、ＯＣＲ機器再賃貸借１件）であり、平成22年度中に契約期間が満了する
予定である。なお、当該契約の相手方が第三者に再委託していることはない。 
 また、調達の実施にあたっては、事業部門（調達要求部門）の作成した仕様書等を、財務課契約担
当がその内容を審査した上で、金額に応じて、理事長又は総務部長が決裁を行っており、この場合に
おいて、財務課監査担当が事前に審査を行っており、会計部門内でも相互牽制を行い、適正な経費執
行を確保する体制を整備しているほか、一般競争入札を含むすべての入札・契約事務全般に関し、毎
月、監事監査を実施し、その結果を理事長に報告することにより、整備した体制の実効性を確保して
いることは評価できる。 
 「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて」に基づき、監事及び外部有識者によって構成
する「独立行政法人統計センター契約監視委員会」を設置し、競争性のない随意契約の妥当性や一般
競争入札における一者応札案件に関して、同委員会を３回開催し、点検・見直しを行い、随意契約の
見直し、一者応札案件の改善への取組が図られている。 
 さらに、「独立行政法人における契約の適正化（依頼）」に基づき、平成21年10月に総合評価落札方
式に関する条項の追加及び包括的随意契約条項の廃止等、会計規程及び契約事務取扱要領を改正し調
達手続きの明確化が図られている。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 「公共調達の適正化について」及び「独立行政法人整理合理化計画」に基づき、契約は原則として
一般競争入札等によることが必要である。統計センターは自ら策定した「随意契約見直し計画」を着
実に実施し、引き続き契約内容の公開及び随意契約の見直しの徹底を図ることが必要である。 
 
「効率性」： 
 「公共調達の適正化について」及び「独立行政法人整理合理化計画」に基づき、平成19年に策定し
た「随意契約見直し計画」を着実に実施することで、随意契約の見直しの徹底による競争入札の拡大
及び調達情報の公開等に取り組む等、業務運営の一層の透明性の確保と効率化を図っている。 
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 「有効性」： 
 一者応札案件の改善方策を策定することで、契約監視委員会による随意契約、一者応札案件の点検・
見直しを実施したほか、監事による随意契約及び情報開示を含む契約事務全般について厳正なチェッ
クが行われており、随意契約等の着実な見直しが有効的に取り組まれている。 
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第２ 国民に対

して提供するサ

サービスその他

の業務の質の向

上に関する目標

を達成するため

に取るべき措置 

１ 国勢調査その他国勢の基

本に関する統計調査の製表

に関する事項 

 

 

(１) 国勢調査 

Ａ 【評価結果の説明】 
 総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表
が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に対す
る同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 投入量については、平成17年国勢調査で予定していた特別集計（同居児等に関する追加集計）の事
務が委託元の事情等により平成22年度に移行したことなどにより、業務全体では予定より減少（対計
画915人日（10％）減）しており、業務に即応した人員配置の積極的な実行による業務運営が行われて
いると認められる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
 平成17年国勢調査で予定していた特別集計（同居児等に関する追加集計）が委託元の事情等により
平成22年度に事務が移行したことなどにより、業務全体の投入量は予定より減少（対計画915人日
（10％）減）しており、業務に即応した人員配置の積極的な実行による業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 国勢調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行
い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公表）が
行われ、選挙区の改定、地方交付税交付金の算出、少子高齢化対策、防災対策など関係方面において
調査結果が効果的に利活用されている。 
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(２) 住宅・土地統計調査 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
 総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表
業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 投入量については、データチェック審査事務におけるリアルタイム修正の導入、疑義処理システム
及び面積等簡易集計用コンスタントを利用した修正システムの開発により大幅な効率化が図られたこ
とにより、業務全体では予定より大幅に減少（対計画4,992人日（31％）減）している。こうしたこと
から、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
 データチェック審査事務におけるリアルタイム修正の導入、疑義処理システム及び面積等簡易集計
用コンスタントを利用した修正システムの開発により大幅な効率化が図られたことにより、業務全体
では予定より大幅に減少（対計画4,992人日（31％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
住宅・土地統計調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）

処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公
表）が行われ、住生活関連諸施策の企画立案、国民経済計算の推計など関係方面において調査結果が
効果的に利活用される。 
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(３) 就業構造基本調査 

Ａ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

投入量については、予定より増加（対計画575人日（57％）増）しているが、この増加は、符号格付
事務の結果精度を高めるために検査数量を１／３から全数に変更したことに加え、新産業分類集計、
自動格付検証業務等のシステム開発の規模が大きかったことによるものであり、これらの業務量増加
分を除くと対計画26人日（３％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
 業務全体としての投入量は予定より増加（対計画575人日（57％）増）しているが、この増加は、符
号格付事務の結果精度を高めるために検査数量を１／３から全数に変更したことに加え、新産業分類
集計、自動格付検証業務等のシステム開発の規模が大きかったことによるものであり、これらの業務
量増加分を除くと対計画26人日（３％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 就業構造基本調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）
処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公
表）が行われ、行政施策の企画立案、国民経済計算の推計、雇用対策など関係方面において調査結果
が効果的に利活用されている。 
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(４) 全国消費実態調査 

Ａ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限に向けて製表業務が行われている。統計センターに委託した製表業務
に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量については、符号格付事務及び入力事務の精度を高めるために重点的に行った研修により処

理能率が向上したことなどにより、業務全体としての投入量は減少（対計画494人日（２％）減）して
いることから、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
符号格付事務及び入力事務の精度を高めるために重点的に行った研修により処理能率が向上したこ

となどにより、業務全体としての投入量は減少（対計画494人日（２％）減）していることから、効率
的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
全国消費実態調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）

処理を行い、製表結果の期限までの同局への提出に向けて作業を進めている。同局では、迅速な調査
結果の提供（公表）が行われることとなり、年金政策、国民経済計算の推計、経済財政白書など関係
方面において調査結果が効果的に利活用される。 
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(５) 経済センサス（基礎調

査・活動調査） 

Ａ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

経済センサスの前身である事業所・企業統計調査では、都道府県において調査票のデータ入力事務
及び産業分類符号格付事務（以下「符号格付事務等」という。）を実施したが、平成21年経済センサス
－基礎調査では、これらの業務を統計センターにおいて一括処理することとなったため、業務量は大
幅に増加した。経済センサスの業務量を要員投入量に換算すると総要員投入量は127,894人日となり、
符号格付事務等については一部を民間事業者に委託することで対応しており、総要員投入量の内訳は
統計センター職員分が27,094人日、民間事業者委託分85,500人日（推定）、産業分類符号のオートコー
ディングによる効率化人員15,300人日（格付を人手処理した場合の推定）となっている。 
また、経費面でみると、民間事業者に委託した符号格付事務等にかかる経費は、従来どおり都道府

県で実施した場合は870,637千円（平成18年事業所・企業統計調査での都道府県への委託費（実績）に
基づき、平成21年経済センサス－基礎調査の基本数に置き換えて積算した試算値）だが、統計センタ
ーで実施した実績額では390,679千円となり、約4.8億円の経費が削減され、大幅な効率化も図られて
いる。 
統計センター職員の投入量については、予定より増加（対計画6,066人日（29％）増）しているが、

この増加は、基礎調査では、調査票の記入不備による検査事務が増加したこと（対計画1,941人日増）
やＯＣＲ読取の不具合に対応したこと（対計画1,082人日増）などによる事務量の増加となった。また、
統計局における調査区設定誤り（未同定・誤同定）が判明したことによる追加事務が発生したこと（対
計画2,774人日増）により、累次にわたる製表スケジュールの見直し・調整等が必要な状況となり、製
表業務に多大な影響を及ぼすこととなった。活動調査では、第２次試験調査における調査票形式の変
更（単票形式から冊子形式）や調査事項の変更などによるデータチェック等の製表事務の見直し（対
計画323人日増）によるものであり、これら計画外の業務を除くと対計画54人日（0.3％）の減少とな
り、効率的な業務運営が行われていると認められる。 

以上のほか、新規の調査であるため、様々な不測の事態が生じたものの、適切な対応がなされてい
ることも考慮し、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 

「効率性」： 
業務全体としての投入量は予定より増加（対計画6,066人日（29％）増）しているが、この増加は、

基礎調査では、調査票の記入不備による検査事務が増加したこと（対計画1,941人日増）やＯＣＲ読取 
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 の不具合に対応したこと（対計画1,082人日増）などによる事務量の増加となった。また、統計局にお
ける調査区設定誤り（未同定・誤同定）が判明したことによる追加事務が発生したこと（対計画2,774
人日増）により、累次にわたる製表スケジュールの見直し・調整等が必要な状況となり、製表業務に
多大な影響を及ぼすこととなった。活動調査では、第２次試験調査における調査票形式の変更（単票
形式から冊子形式）や調査事項の変更などによるデータチェック等の製表事務の見直し（対計画323
人日増）によるものであり、これら計画外の業務を除くと対計画54人日（0.3％）の減少となり、効率
的な業務運営が行われている。 

 
「有効性」： 
平成21年経済センサス－基礎調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基

準に合致した）処理を行い、製表結果の期限までの同局への提出に向けて作業を進めている。同局で
は、迅速な調査結果の提供（公表）が行われることとなり、今後、ＧＤＰをはじめとする経済指標の
精度向上、産業振興施策、地域に密着した各種施策など関係方面において調査結果が効果的に利活用
される。 
平成24年経済センサス－活動調査第１次試験調査の製表においては、総務省統計局からの要望内容

に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同
局において、平成24年経済センサス－活動調査の実施計画の立案に必要な基礎資料として活用される
こととなる。 
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 (６) 労働力調査 

Ａ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに一部を除き製表結果を提出している。統計センターに委託した
製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
新産業分類に係る遡及集計において、ＪＣＬ（プログラムを実行させるための命令文）の記述誤り

により、平成20年平均は結果表の一部に出力漏れが、平成20年度平均は集計結果に誤りがあったため、
それぞれについて再集計を行っている。これに対する再発防止策として、新産業分類に係る遡及集計
では、オペレーションフローチャートの差し替え箇所の該当ステップ及び関連ステップの確認を行う
とともに、文法チェックを行うＪＣＬチェックの徹底を図る措置が講じられ、平成20年度平均の集計
結果誤りでは、結果表の解説等の変更があった場合のファイナルテストの強化（チェックシート及び
形式審査の内容の充実）を図る措置が講じられている。 

投入量については、前年度に行ったシステム更新及び日本標準産業分類改定に伴う事務が終了した
ことなどにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べて減少（対前年度826人日（12％）減）と
なり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
前年度に行ったシステム更新及び日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業

務全体としての投入量は、前年度に比べて減少（対前年度826人日（12％）減）しており、効率的な業
務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
 労働力調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を
行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公表）
が行われ、景気判断の指標、雇用対策、労働経済白書など関係方面において調査結果が効果的に利活
用されている。 
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(７) 小売物価統計調査 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

製表事務の変更事項が少なかったことや準備・整理事務における機器の処理能力向上及び担当職員
の業務能率の向上などにより、事務の効率化が図られ、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減
少（対前年度1,416人日（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
製表事務の変更事項が少なかったことや準備・整理事務における機器の処理能力向上及び担当職員

の業務能率の向上などにより、事務の効率化が図られ、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減
少（対前年度1,416人日（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われている 
 

「有効性」： 
 小売物価統計調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）
処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公
表）が行われ、金融政策、社会福祉関連、都道府県における消費者物価指数の作成など関係方面にお
いて調査結果が効果的に利活用されている。 
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(８) 家計調査 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

役割分担を明確にした班体制や繁忙期への再任用職員の投入などの体制整備のほか、業務能率の向
上などにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度4,183人日（12％）減）とな
り、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
役割分担を明確にした班体制や繁忙期への再任用職員の投入などの体制整備のほか、業務能率の向

上などにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度4,183人日（12％）減）とな
り、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

家計調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行
い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公表）が
行われ、政府の景気判断の指標、国民経済計算における家計消費支出の推計、労働経済白書など関係
方面において調査結果が効果的に利活用されている。 
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(９) 個人企業経済調査 

Ｂ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

また、前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業務全体とし
ての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度39人日（３％）減）となり、効率的な業務運営が行われ
ていると認められる。 
しかしながら、構造調査票による集計において、集計用個別データ符号表の修正誤りにより、平成

13年調査分から19年調査分までの構造編について再集計を行っている。これに対する再発防止策とし
て、変更のあった集計関係資料と符号表、また符号表とプログラムコード間で不整合が生じていない
か分析及び開発終了時のウォークスルーによってチェックするなどの措置が講じられている。 
 以上のことから、目標を概ね達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業務全体としての投

入量は、前年度に比べ減少（対前年度39人日（３％）減）となり、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

個人企業経済調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）
処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公
表）が行われ、中小企業関係施策のための基礎資料、国民経済計算の推計、中小企業白書など関係方
面において調査結果が効果的に利活用されている。 
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 (１０) 科学技術研究調査 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことに加え、データチェック審査や結
果表審査事務の効率化などにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度372人日
（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことに加え、データチェック審査や結

果表審査事務の効率化などにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度372人日
（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
科学技術研究調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）

処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提供（公
表）が行われ、ｅ－Ｊａｐａｎ重点計画ベンチマーク、国民経済計算の推計、科学技術白書など関係
方面において調査結果が効果的に利活用されている。 
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(１１) サービス産業動向

調査 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 業務全体の投入量は、前年度に比べ増加（対前年度226人日（５％）増）しているが、この主な要因
としては、新旧の製表基準書に基づく集計及び遡及集計への対応（対前年度890人日）による事務の増
加が挙げられるが、これら年度で変動する事務を除くと4,197人日（前年度4,861人日）で、対前年度
664人日（14％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
前年度に比べ増加（対前年度226人日（５％）増）しているが、この主な要因としては、新旧の製表

基準書に基づく集計及び遡及集計への対応（対前年度890人日）による事務の増加が挙げられるが、こ
れら年度で変動する事務を除くと4,197人日（前年度4,861人日）で、対前年度664人日（14％）の減少
となり、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
サービス産業動向調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致し

た）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な調査結果の提
供（公表）が行われ、ＧＤＰの四半期別速報（ＱＥ）をはじめとする各種経済指標の精度向上のほか、
国や地方公共団体における各種行政施策の基礎資料として調査結果が効果的に利活用されている。 
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 (１２) 家計消費状況調査 

Ａ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 業務全体の投入量は、前年度に比べ増加（対前年度103人日（71％）増）しており、主な要因として
は、調査票改定への対応（対前年度187人日増）が挙げられるが、これら年度で変動する事務を除くと
60人日（前年度145人日）で、対前年度84人日（58％）の減少となり、効率的な業務運営が行われてい
ると認められる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
前年度に比べ増加（対前年度103人日（71％）増）しており、主な要因としては、調査票改定への対

応（対前年度187人日増）が挙げられるが、これら年度で変動する事務を除くと60人日（前年度145人
日）で、対前年度84人日（58％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 

 
「有効性」： 

国民経済計算の推計、家計調査の補完など関係方面において調査結果の利活用がされている。 
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(１３) 住民基本台帳人口

移動報告 

－ 【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき製表業務が行われ、定められた期限までに製表結

果を提出している。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」とい
う状況である。ただし、当該業務についてはすべてコンピュータが処理しており、目標を大幅に上回
って（下回って）達成することが想定できないため、評価は不可能と判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する

ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠
である。 
 
「効率性」： 
 
「有効性」： 
 住民基本台帳人口移動報告の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合
致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速な統計情報
の提供（公表）が行われ、推計人口算出の基礎データ、国及び地方公共団体の各種行政施策の立案・
実施のための基礎資料として効果的に利活用されている。 
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２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
 

 

(１) 人事院給与局委託業

務（国家公務員給与等実態調

査、職種別民間給与実態調

査、家計調査特別集計（標準

生計費・各分位関係）、平成

16年全国消費実態調査特別

集計（標準生計費）） 

Ａ 【評価結果の説明】 
人事院給与局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

投入量は予定より増加（対計画94人日（12％）増）しているが、この増加は、平成22年国家公務員
給与等実態調査において、ホストからＰＣへの移行に伴う業務（データチェック要領の作成、システ
ム開発等）の規模が計画よりも大きかったこと（対計画127人日増）によるものであり、この計画外の
業務を除くと対計画33人日（４％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。  
さらに、これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提

示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行ってい
る。  
以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。  

「必要性」：  

 

投入量は予定よりも増加（対計画94人日（12％）増）しているが、この増加は、平成22年国家公務
員給与等実態調査において、ホストからＰＣへの移行に伴う業務（データチェック要領の作成、シス
テム開発等）の規模が計画よりも大きかったこと（対計画127人日増）によるものであり、この計画外
の業務を除くと対計画33人日（４％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 

「効率性」： 

 

人事行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
「有効性」： 

 



                                                        

 26 

(２) 人事院職員福祉局委

託業務（民間企業の勤務条件

制度等調査） 

Ｂ 【評価結果の説明】 
 人事院職員福祉局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより
製表業務が行われ、定められた期限までに一部を除き製表結果を提出している。統計センターに委託
した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。  
平成20年調査について、推計表において乗率の誤りが判明し、再集計を行っている（22年３月に判

明、５月に再集計）。これに対する再発防止策として、変更のあった製表基準書類及び変更内容一覧
の早期提出、またプログラム改修完了後のウォークスルーテストを徹底するなどの措置が講じられて
いる。 

投入量は予定より増加（対計画147人日（20％）増）しているが、この増加は、民間企業の勤務条件
制度等調査が毎年調査票が大きく変更するという特徴があり、製表基準書類の変更やそれに伴うシス
テム開発の規模が計画よりも大きかったこと（対計画262人日増）によるものであり、この業務量増加
分を除くと対計画115人日（16％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。  
これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された

製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。  
以上のことから、目標を概ね達成していると判断した。  

 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
投入量は予定より増加（対計画147人日（20％）増）しているが、この増加は、製表基準書類の変更

に伴うシステム開発の規模が計画よりも大きかったこと（対計画262人日増）によるものであり、この
業務量増加分を除くと対計画115人日（16％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認め
られる。  
 
「有効性」： 
公務員制度の運営など行政施策の企画立案など関係方面において利活用されている。 
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(３) 総務省人事・恩給局委

託業務（国家公務員退職手当

実態調査） 

Ａ 【評価結果の説明】 
総務省人事・恩給局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルによ

り製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表
業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

投入量は予定より増加（対計画94人日（17％）増）しているが、この増加は、調査票に記入された
任期制自衛官の退職手当額の算出方法に疑義が生じたため、対象データ（13,000レコード）を再度確
認したこと（対計画57人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画37人日（７％）
の増加となったものの、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された

製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。  
以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
投入量は予定より増加（対計画94人日（17％）増）しているが、この増加は、調査票に記入された

任期制自衛官の退職手当額の算出方法に疑義が生じたため、対象データ（13,000レコード）を再度確
認したこと（対計画57人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画37人日（７％）
の増加となったものの、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 
「有効性」： 
人事行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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(４) 公害等調整委員会事

務局委託業務（公害苦情調

査） 

Ａ 【評価結果の説明】 
公害等調整委員会事務局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアル

により製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した
製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 投入量は予定より減少（対計画115人日（25％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると
認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された
製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
 投入量は予定より減少（対計画115人日（25％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 環境行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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(５) 財務省委託業務（家計

調査特別集計(用途分類・品

目分類・特定品目）） 

Ａ 【評価結果の説明】 
財務省から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が

行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に対する
同省の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量は予定より増加（対計画141人日（11％）増）しているが、この増加は、結果表の大幅な変更

（特定品目集計と世帯類型別集計を一本化）に伴う手続作成及び結果表様式・コンスタントの追加作
成及び特定品目（「スポーツ新聞等」）の追加に伴う格付、検査の件数が増加したこと（対計画158人日
増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画17人日（１％）の減少となり、効率的な業
務運営が行われていると認められる。 

これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された
製表方法についてアドバイスを行いながら取りまとめていくなど、効果的な支援を行っている。  
以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
投入量は予定より増加（対計画141人日（11％）増）しているが、この増加は、結果表の大幅な変更

（特定品目集計と世帯類型別集計を一本化）に伴う手続作成及び結果表様式・コンスタントの追加作
成及び特定品目（「スポーツ新聞等」）の追加に伴う格付、検査の件数が増加したこと（対計画158人日
増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画17人日（１％）の減少となり、効率的な業
務運営が行われていると認められる。 
 
「有効性」： 
人事行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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(６) 厚生労働省委託業務

（雇用動向調査、賃金構造基

本統計調査） 

Ａ 【評価結果の説明】 
厚生労働省から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業

務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に対
する同省の満足度についても、「満足」という状況である。 

投入量は予定より増加（対計画88人日（７％）増）しているが、この増加は、雇用動向調査におい
て、離職者票の定年の定義変更に伴うチェック要領の変更及びシステム開発の規模が計画よりも大き
かったこと（対計画158人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画70人日（６％）
の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。  
さらに、これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提

示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行ってい
る。  
以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。  

「必要性」：  

 

投入量は予定よりも増加（対計画88人日（７％）増）しているが、この増加は、雇用動向調査にお
いて、離職者票の定年の定義変更に伴うチェック要領の変更及びシステム開発の規模が計画よりも大
きかったこと（対計画158人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画70人日（６％）
の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 

「効率性」： 

 
「有効性」： 
雇用対策の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
 



                                                        

 31 

(７) 国土交通省自動車交

通局委託業務（旅客自動車運

送事業輸送実績調査、貨物自

動車運送事業輸送実績調査） 

Ａ 【評価結果の説明】 
国土交通省自動車交通局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアル

により製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した
製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

 投入量は予定より減少（対計画74人日（11％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると
認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された
製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
 投入量は予定より減少（対計画74人日（11％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 交通政策の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
 



                                                        

 32 

(８) 国土交通省総合政策

局委託業務（内航船舶輸送統

計調査、船員労働統計調査、

建設工事統計調査、建築着工

統計調査、建築物滅失統計調

査、住宅用地完成面積調査、

建設総合統計） 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
国土交通省総合政策局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルに

より製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製
表業務に対する同省の満足度についても、「満足」という状況である。 

 投入量は予定より減少（対計画163人日（６％）減）し、さらに、製表基準書類の変更による事務手
続の訂正、及びシステム開発の規模が計画より大きかったこと（対計画366人日増）を除くと対計画529
人日（19％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された
製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
 投入量は予定より減少（対計画163人日（６％）減）し、さらに、製表基準書類の変更による事務手
続の訂正、及びシステム開発の規模が計画より大きかったこと（対計画366人日増）を除くと対計画529
人日（19％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
住宅政策や交通政策の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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(９) 都道府県委託業務（労

働力調査都道府県別集計（35

県）、平成20年住宅・土地統

計調査県内ブロック別集計

（39県）） 

Ａ 【評価結果の説明】 
都道府県から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務

が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に対す
る都道府県の満足度についても、「満足」という状況である。 

投入量は予定より減少（対計画41人日（30％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると
認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された
製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
投入量は予定より減少（対計画41人日（30％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
地方公共団体における各種行政施策の基礎資料として活用されるなど関係方面において調査結果が

利活用されている。 
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２ 受託製表に関する事項 

２ 有償受託製表 
 

 

 

東京都生計分析調査、平成17

年国勢調査特別集計（川崎

市） 

Ａ 【評価結果の説明】 
都道府県などから提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表

業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に
対する都道府県の満足度についても、東京都生計分析調査及び平成17年国勢調査特別集計について、
「満足」という状況である。 
東京都生計分析調査について、データの誤りが判明し、平成20年10月分から21年３月分までの再集

計を行っている。

全体の投入量は投入量は予定より減少（対計画465人日（23％）減）しており、効率的な業務運営
が行われていると認められる。 

これに対する防止策として、プログラム修正を行う際はテスト実施時に修正前後の
プログラムでの処理結果の確認及びシステムの分析完了時、開発完了時におけるレビューの徹底する
などの措置が講じられている。 

 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された
製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  
 

「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不
可欠である。 
 
「効率性」： 
東京都生計分析調査において、再集計が生じたものの全体の投入量は予定より減少（対計画465人日

（23％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
地方公共団体における各種行政施策の基礎資料として活用されるなど関係方面において調査結果が

利活用されている。 
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２ 受託製表に関する事項 

３ 一般からの委託に応

じた統計の作成等 

Ａ 【評価結果の説明】 
平成21年度に新統計法が全面施行に伴って開始したオーダーメード集計は、３調査（国勢調査、学

校基本調査、賃金構造基本統計調査）を対象として４件の提供を行った。また、各府省の統計所管部
局に対し、平成22年度におけるオーダーメード集計サービスの利用に関する要望の照会を行ったほか、
利用者に対して、アンケートを行い、当該サービスに対する意見・要望等を把握し、統計センターの
新たな業務の一つであるオーダーメード集計の事務改善に反映させるよう取り組んでおり、業務改善
に取り組む姿勢が認められる。 
以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
 一般からの委託による統計の作成等の事務を、国の行政機関等からの全部委託を受けて実施するた
めの必要な作業である。 
 
「効率性」： 
 一般からの委託による統計の作成等の事務を、効率よく行うための準備作業である。 
 
「有効性」： 
一般からの委託による統計の作成等の事務を、円滑に進められていると判断できる。 
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３ 統計の作成及び利用に

必要な情報の蓄積、加工その

他の処理に関する事項 

ＡＡ 【評価結果の説明】 
平成20年４月から、「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」に基づき、政府統計共同利用シ

ステムの運用管理を行っており、同システムのサービスの一つの「政府統計の総合窓口（e-Stat）」の
トップページへのアクセス件数は、21年度において1,971,080件と前年に比べ368,801件（23.0％）の
増加となっている。同様に、e-Statの統計表管理システムに登録されている統計表データは、政府統
計572統計のうち398統計757,976ファイルとなり、そのアクセス件数は、29,535,420件で１日当たり
80,919件であり、前年度に比べ15,005,042件（103.3％）の増加となっている。 
また、e-Statのトップページ上の利用者に対するアンケートから、e-Statについて当該サービスに

対する意見・要望等を把握し、今後のシステム改善に反映させるよう取り組んでいることは評価でき
る。 

平成21年度に新統計法が全面施行に伴って開始した匿名データ提供は、４調査（全国消費実態調査、
社会生活基本調査、就業構造基本調査、住宅・土地統計調査）を対象として23件の提供を行った。さ
らに、匿名データ提供サービス利用者に対するアンケートから、当該サービスに対する意見・要望等
を把握し、今後のサービス改善に反映させるよう取り組んでいることは評価できる。 

また、公的統計の二次利用制度の充実と学術研究の発展を図るため、神戸大学及び法政大学と連携
協力協定を締結し、当該機関の施設を統計センターのサテライト機関として、匿名データの提供サー
ビスを行うなど、官学連携の取組を進めている。 
さらに、公的統計の二次利用の普及・啓発を図るため、統計センターホームページに公的統計の二

次利用サービスに係る情報を掲載しているほか、日本人口学会第61回大会、統計関連連合大会及び日
本統計学会春季集会等において、公的統計の二次利用制度とその利用手続について広報を行い、日本
統計学会等のメーリングリストを用いた広報も行ったことは、公的統計の二次利用の周知・広報に積
極的に取り組んでおり、評価できる。 
加工統計等について、総務省統計局から提示された製表基準書に基づき製表業務が行なわれ、定め

られた期限までに製表結果が提出されている。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足
度についても、「満足」、「おおむね満足」という状況である。加工統計等の投入量が予定よりも増加（対
計画651人日増）しているが、この増加は、社会生活統計指標では、市区町村データについての収集に
時間を要したこと、事業所母集団データベースの整備は、平成21年度からの新たな業務であったこと
もあり商業・法人登記簿情報の更新事務（符号格付・検査事務、データチェック審査事務等）の処理
能率が計画よりも低かったことなどが挙げられる。全体として効率的な業務運営が行われていると認
められる。 

以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資する
ためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステムを有し、かつ情報セキュリテ
ィ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において統計の作成及び利用に必要な情報の
蓄積、加工その他の処理に関する業務を実施させることが必要不可欠である。 
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「効率性」： 
 統計センターに期待されている政府統計共同利用システムの運用管理業務及び平成21年度に開始し
た統計データアーカイブの効率的な業務運営がなされている。 

加工統計等の投入量が予定よりも増加（対計画651人日増）しているが、この増加は、社会生活統計
指標では、市区町村データについての収集に時間を要したこと、事業所母集団データベースの整備は、
平成21年度からの新たな業務であったこともあり商業・法人登記簿情報の更新事務（符号格付・検査
事務、データチェック審査事務等）の処理能率が計画よりも低かったことなどが挙げられる。全体と
して効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」に基づき、平成20年４月から運用管理を開始した
政府統計共同利用システムについて、同システムのサービスの一つの「政府統計の総合窓口（e-Stat）」
のトップページへのアクセス件数は、20年度において160万件を超え、幅広く利活用されている。 
 平成21年度の新統計法の全面施行に備え、匿名データを作成し、その提供に向けての準備に取り組
むとともに、統計データアーカイブの構築及び運営の準備に取り組み、統計センターの新たな業務と
して、21年度以降、統計データアーカイブが利活用されることが期待される。 
 その他の統計の作成及び利用に必要な情報の蓄積、加工その他の処理においては、総務省統計局か
らの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したこ
とにより、同局による迅速な統計情報の提供（公表）が行われ、行政施策の企画立案のほか、学術研
究、民間事業活動など幅広く加工統計データが利活用されている。 
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４ 技術の研究に関する事項 ＡＡ 【評価結果の説明】 
 統計センターでは、オートコーディングシステム及びデータエディティングに関する研究に重点を
置き、研究が進められている。 
 オートコーディングシステムの研究では、平成20年住宅・土地統計調査の市区町村コードへの導入
（格付率88％）、平成21年経済センサス－基礎調査の産業分類符号格付への導入（格付率58％）の成果
を踏まえ、平成22年国勢調査及び平成24年経済センサス－活動調査への実用化に向けた研究を行って
おり、業務の高度化・効率化が期待できる。なお、平成22年国勢調査の産業・職業分類オートコーデ
ィングについて、ルールの整備を行った結果、格付テストでの格付率は、目標とする40％を達成して
いる。また、平成24年経済センサス－活動調査についても国勢調査用のオートコーディングシステム
の格付手法を参考に研究・開発を行うことにしている。 
 データエディティングの研究では、セレクティブエディティング※を中心とした諸外国の情報を収集
するとともに、製表における有効性等について検討を行い、データエディティング方法について精度
評価の手法の研究を進めている。これらの取組は、統計センター業務への適用に向けた努力がなされ
ているものであり、今後の業務運営の効率化及び高度化に大きく寄与することが期待できるものであ
る。 
 また、製表技術の研究成果や国内外における製表技術の研究動向の調査分析結果等の資料を４冊刊
行した。また、大学教授等外部の研究者を招へいした「統計技術研究会」を２回開催した。これらの
ことから、積極的に製表技術の普及及び研究の促進が図られている。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 統計センターが製表業務を迅速かつ正確に、また効率的に行うためには、製表技術に適用可能な研
究を実施することが必要不可欠であると言える。 
 
「効率性」： 
 外部研究者の非常勤職員としての採用、外部の研究者を活用した研究会の開催など研究体制の充実
が図られている。また、統計分類符号のオートコーディングシステムについては、平成20年住宅・土
地統計調査は約0.9千人日、平成21年経済センサス－基礎調査は約15.3千人日、平成21年全国消費実態
調査は約1.3千人日の導入効果が得られており、他の調査への実用化に向けた研究も進んでおり、製表
業務の効率化が期待できる。 
 
「有効性」： 
上記の研究成果が製表業務に適用されることにより、効率的な業務運営に効果があるものと期待さ

れる。 
 

※セレクティブエディティング 

エラーデータについて、集計値への影響度やエラーの度合いを所定の算式によって推定（スコア化）し、その大きさが一定値以上のものについて人手による審査を重点化（それ以外はコンピュータにより補定処理）する方法。 
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５ 製表結果の精度確保のた

めに必要な措置 

Ａ 【評価結果の説明】 
品質管理推進会議を経て定めた品質管理活動推進策に基づき、製表業務の品質管理活動を着実に実

施するとともに、実施状況の監視、達成状況の評価、更なる活動内容の見直しを行い、製表業務にお
けるＰＤＣＡサイクルを通じた品質の維持・向上の実現に努めている。これらは、国民に対して提供
するサービスその他の業務の質の向上に努めているものと判断できる。 
今年度は労働力調査、個人企業経済調査、民間企業の勤務条件制度等調査及び東京都生計分析調査

において再集計があった。民間企業の勤務条件制度等調査及び東京都生計分析調査についてはウォー
クスルーを徹底、個人企業経済調査については変更のあった集計関係資料と符号表間で不整合が生じ
ていないか分析、労働力調査についてはＪＣＬの確認を徹底し形式審査を充実するなどの対応策を講
じ、再発防止に努めている。なお、プログラム中で明らかに誤りと判断できる事項については、チェ
ック機能を組み込んでおくなど、あらかじめプログラミングして対応しておくことが望まれる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表をはじめとした国民に対して提供するサービス
その他の業務の質の向上に、製表結果の精度確保のための措置は必要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 製表業務の各段階における品質管理活動を着実に実施することで作業ミスを早い段階で発見でき、
さらには、実施状況の監視、達成状況の評価、更なる活動内容の見直しを行い、製表業務におけるＰ
ＤＣＡサイクルを通じた品質の維持・向上の実現に努めることで、業務の効率化が期待できる。常勤
職員の定員が削減されている現状を踏まえ、製表結果の精度をいかに確保していくかが、統計センタ
ー業務の効率化の鍵を握ることとなる。 
 
「有効性」： 
国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表をはじめとした国民に対して提供するサービス

その他の業務の質の向上に、製表結果の精度確保のための措置は非常に有効である。 
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第３ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計

画及び資金計画 

Ａ 【評価結果の説明】 
 今期は、第２期中期目標期間の２年目にあたり、平成21年経済センサス－基礎調査等周期調査にお
ける外注委託費及び非常勤職員の投入コストなどがかさんだものの、経常統計調査等に係る経費及び
一般管理費に関しては、前期末年度（平成19年度）予算額比で10％以上の実績額を削減しており、平
成21年度決算においても予算比で約4.6％の削減をしている。また、役員及び常勤職員に対する人件費
（法定福利費、退職手当除く）の削減に関しても、常勤職員の削減が行われており、一定水準以上の
成果がある。 
 当期総利益356百万円についてみると、その内訳は、業務の効率化等による人件費の利益額396百万
円、リース会計処理利益15百万円、消費税納付費用▲56百万円等であり、適切な利益計上と判断でき
る。なお、人件費に係る利益処分については、当該利益が国からの運営費交付金に基づく収入から生
じたものであることから、目的積立金の申請を行わないこととしている。 
 さらに、運営費交付金債務918百万円について、その内訳は、前年度繰越金303百万円、周期調査経
費の残余410百万円、経常調査等経費の残余70百万円、一般管理費節減分50百万円及び統計センターが
非特定独立行政法人化となった時に必要となる労働保険料事業主負担経費78百万円である。なお、運
営費交付金の収益化率は約95％となっている。 
 法定外を含む福利厚生費については、国の取扱いに準じており、不要の福利厚生費は存在しないこ
とは評価できる。 
 以上のことから、経費の節減等の適正な財務管理、効率的な業務運営が行われており、かつ予算・
実績比較等の有効な財務・会計管理が行われており、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 予算管理の適切な実施は、独立行政法人の前提条件であり、その中で効率化等による経費の削減を
図ることは必要不可欠である。統計センターはこれらの要求に対し適切な財務管理を行っており、目
標を達成するための効果が表れている。 
 
「効率性」： 
 中期目標値を上回る業務経費の削減、人件費の削減及び随意契約の適正化が図られていることから、
効率的な業務運営が図られている。 
 
「有効性」： 
 予算の設定、実績の確定、予算と実績の差異分析等に関する財務書類に基づき、有効な財務・会計
管理が行われているものと判断できる。 
 

第４ 短期借入金の限度額 
該当なし  
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第５ 重要な財産の処分等に関する計画 
該当なし  

 
 

第６ 剰余金の使途 
該当なし  

 
 

第７ その他の

業務運営に関す

１ 施設及び設備に関する

計画 

該当なし （法令※に基づき、独立行政法人統計センター設立の際、専ら使用していた庁舎等（総務省第２庁舎）
を無償で使用している。） 

※法令： 

(1) 独立行政法人統計センター法附則 

第６条 総務大臣は、センターの成立の際現に総務省の部局又は機関で政令で定めるものに使用されている国有財産であって政令で定めるものを、政令で定めるところにより、センターの用に供するため、センターに無

償で使用させることができる。 

(2) 独立行政法人統計センターの設立に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令 

第15条 法附則第六条の政令で定める総務省の部局又は機関は、次に掲げる部局又は機関とする。 

１ 人事・恩給局 

２ 統計局 

３ 統計センター 

２ 法附則第六条に規定する政令で定める国有財産は、センターの成立の際現に専ら前項に規定する部局又は機関に使用されている庁舎等とする。 

３ 前項の国有財産については、独立行政法人通則法第 14 条第１項の規定により指名されたセンターの長となるべき者がセンターの成立前に申請したときに限り、センターに対し、無償で使用させることができる。 
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る事項 

２ 人事に関する計画 

Ａ 【評価結果の説明】 
 中央集計機関としての統計センターは、利用者ニーズに即した統計業務を実施する上で、組織とし
ての効率性を上げつつ、職員の専門的な知識・技術を向上させ、職員が意欲を持って職務に従事でき
る職場環境を作ることが重要である。こうした観点から、総務省統計局等との人事交流を実施したほ
か、総務省統計研修所が実施する統計研修に職員32人の派遣等をすることで、広い視野を持った人材
の養成を図るとともに、定年退職職員の再任用など専門性を有する人材を有効に活用することにより、
組織としての効率性を上げつつ、職員の専門的な知識・技術の向上に努めている。 
 また、製表技術に関する研究業務に当たる研究者を外部より採用したほか、統計センターの主要な
業務及びシステムの最適化を実現するため、情報化統括責任者（ＣＩＯ）補佐官を採用するなど専門
的知識を有する職員の採用にも努めている。さらに、都道府県の専門学校に出向き、業務説明会を実
施するなど、優秀な新規職員の採用に努めている。 
 仕事と子育てを両立するための勤務形態策として、テレワークの試行運用も開始され、業務遂行に
おけるワーク・ライフ・バランス向上に取り組んでいる。 
 さらに、業務の不断の効率化により、年度末の常勤職員は、目標を上回る850人（前年度末866人か
ら16人減）となり、計画的な人員の削減に取り組んでいることは高く評価できる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 統計センターに対する社会的ニーズに応えるためには、組織としての効率性を上げつつ、職員の専
門的な知識・技術を向上させ、職員が意欲を持って職務に従事できる職場環境を作ることが必要不可
欠である。 
 
「効率性」： 
 定年退職職員の再任用など専門性を有する人材を有効に活用するとともに、外部より非常勤研究員
を採用し、外部の知見・能力の活用を図るなど効率的な取組が行われている。また、常勤職員を16人
削減している一方、必要な業務を行っており、効率的な法人の運営がなされている。 
 
「有効性」： 
 外部研究者の採用、統計センターの業務に関して専門性を有する定年退職職員を再任用職員として
採用することは、職員の知識・技術の向上につながり、的確な業務運営を図る上で有効である。 
 

３ 積立金の処分に関する

計画 

該当なし  
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４ その他業務運営に関す

る事項 

Ａ 【評価結果の説明】 
平成22年４月１日から施行する労働基準法の改正並びに22年６月30日から施行する国家公務員の育

児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律
の改正に伴い、職員及び非常勤職員に適用する就業規則その他規程類を見直し、改正に必要な準備を
進めた。 
 また、統計センター全職員を対象に情報セキュリティに関するｅラーニングを実施し、その後の確
認試験において、全員が80点以上を取得し、目標を達成しているほか、機会をとらえて防災に関して
啓蒙活動を行っている。そのほか、ＩＳＭＳ※に基づくマネジメントシステム運用の一環として、情報
セキュリティパトロールを実施し、調査票等情報の秘密の保護を徹底したことは、特段、問題となる
事象は発生しておらず、統計センターの質、信頼を得られるものと判断できる。 
 カンボジア統計局への技術支援のための専門職員の派遣、製表業務の技術協力の一環として、統計
局が主催する実務研修会等に職員を派遣する等、積極的に技術協力が実施されている。 
 さらに、環境物品の100％調達を達成し、環境に配慮した業務運営がなされているほか、コンプライ
アンスの徹底のため、コンプライアンスに対する意識の醸成に向け、公務員倫理及び服務についてｅ
ラーニングによる研修や講演会の実施、統計センターの会計処理の信頼性をより高めるための監査法
人による外部監査の実施、業務及び会計の両面から、定期的に監事監査を実施し、把握した改善点等
監査結果を理事長に報告するとともに、軽微なものについては、監査実施箇所の責任者に対し、改善
措置を指示することにより、公的統計の作成機関としての信頼性の確保に努めている。 
 職員の安全・健康管理については、産業医による職場巡視、ストレス診断等を実施し、職場環境の
整備及び職員の安全管理を図るとともに、セクシャルハラスメントに関し、職員が注意すべき事項や
監督者の役割、相談窓口等についてイントラネットに掲示し、全職員への周知を図るほか、職員のメ
ンタル面での健康も十分配慮がなされており、問題となる事象は発生していない。 
 定期的に理事長を議長とする会議を開催し、業務の進捗状況の報告を受けるとともに、統計センタ
ー運営上の重要事項について、審議、決定しているほか、イントラネットに、定期的に理事長を始め
とする役員から職員に対するメッセージを掲載し、リーダーシップを発揮する環境を整備しているこ
とは評価できる。 
 また、統計センターの経営理念や年度計画（ミッション）をイントラネットに掲載することで、職
員に周知するとともに、年度計画に記載した目標達成のための具体的な実施計画を記載した事業計画
（アクションプラン）を作成し、四半期ごとに事業計画に掲げた事項の進捗、達成状況を理事長に報
告（モニタリング）し、次年度年度計画、事業計画の作成に反映させていることは評価できる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 多くの情報を扱う統計センターにおいて情報セキュリティ対策を行うことは必要不可欠であるほ
か、それ以外の取組についても、統計センターが存続していくために必要不可欠な事項であり、引き
続き、各項目については、常にその改善、改良が求められるものであり、そのための不断の努力が期
待される。 
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「効率性」： 
 情報セキュリティ対策、コンプライアンス、安全衛生及びメンタルヘルスなどでの対応を図るため、
ｅラーニングを活用しているほか、統計センターが独自に対応を図るのみならず、専門家を活用する
ことで効果的・効率的に対策が進められている。 
 
「有効性」： 
上記取組は、公共財である統計データを提供する責務を担う統計センターが、その機能を十分に発

揮する上で、有効である。また、カンボジア統計局への職員の派遣は、統計センターが成し得る国際
貢献として意義深く、有効である。 
 

 ※ＩＳＭＳ（Information Security Management System） 

企業などの組織が情報を適切に管理し、機密を守るための包括的な枠組みをいう。 

 

 



 

 

 
 
 
 
 

平成２１年度独立行政法人統計センターの業務の実績 

に関する項目別評価調書 
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独立行政法人統計センターの業務の実績に関する項目別評価調書（案） 
中期計画の該当項目 第１ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 

１ 業務運営の高度化・効率化に関する事項 

■中期計画の記載事項 

(１) 能力、技術、調査別・工程別投入量、コスト構造等を分析し、当該分析結果を年度計画における目標に反映する等のＰＤＣＡサイクルの有効な活用により、計画
的に業務運営の高度化・効率化を推進する。 

(２) 「独立行政法人統計センターにおける業務・システム最適化計画」の実施等により、業務経費及び一般管理費（運営費交付金の総額から退職手当を含む人件費及
び周期統計調査に係る経費を除いたもの）について、新規追加、拡充部分を除き、期末年度（平成24年度）までに、前期末年度（平成19年度）の該当経費相当に対
する割合を85％以下とする。 

(３) 「簡素で効率的な政府を実現するための行政改革の推進に関する法律」（平成18年法律第47号）及び「経済財政運営と構造改革に関する基本方針2006」（平成18
年７月７日閣議決定）に基づき、国家公務員の定員の純減に準じた人員の削減の取組を行い、平成23年度末の常勤役職員数を平成17年度末の常勤役職員数（912人）
の92.6％以下にするとともに、業務量及びコストの分析を踏まえ、期末（平成24年度末）の常勤役職員数を前期末（平成19年度末）の94％以下とする。 

(４) 役職員の給与について現状の給与水準が適切かどうか検証を行い、これを踏まえた適正化に取り組むとともに、検証結果及び取組状況について公表する。 
(５) 大規模周期調査の符号格付業務について民間開放等を積極的に推進する。特に、平成21年全国消費実態調査について民間開放を推進するとともに、同調査の民間

開放の実施状況等も踏まえ、平成22年国勢調査における符号格付業務について、官民競争入札又は民間競争入札の対象とすることについての具体的検討を行う。 
(６) 符号格付、データエディティング、結果表審査等の業務について、情報通信技術を積極的に導入・活用することにより、生産性を向上させ、業務運営の高度化・

効率化を図る。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) 計画的な業務運営の高
度化・効率化に向けた取
組 

・   調査別・工程別投入量を設定するとともに、

コスト構造分析による経費換算方法を確立し、

業務実績について当該経費換算による評価を

行い、コスト面からみた効率化の検証及び推進

を図る。 

 

人件費を始めとした事業経費については、毎年度、その削減を図る一方で、統計センター
の使命と言える高品質な公的統計の安定的な作成・提供を堅持するため、統計センターでは、
ＩＣＴを活用した業務刷新や外部リソースを活用した業務方法の再構築を図るほか、ＡＢＣ
／ＡＢＭを基礎とした業務マネジメントと、各部門間の品質管理を連携・連結させるＴＱＭ
を実施し、ＰＤＣＡサイクルに基づく成果志向の業務運営に取り組んでいる。 
平成21年度における事業への要員投入量（実績）は、254,603人日で、前年度に比べ4.2％

の増加となった。 
人件費（退職手当を除く。）は6,353百万円で、業務量の増加に伴って、要員投入量が増加

したため、前年度に比べ1.1％の増加となった。投入する要員の雇用形態を工夫することに
より、人件費の増加幅は、要員投入量（4.2％増）と比べて3.1ポイント低く抑えることがで
きた。 
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(２) 業務経費及び一般管理
費の削減 

・  「独立行政法人統計センターにおける業
務・システム最適化計画」（平成19年10月29
日決定）に基づき、平成21年度は、22年度
のホストコンピュータのダウンサイジング
に向けた準備を推進する。 
 

平成19年10月に策定した「独立行政法人統計センターにおける業務・システム最適化計画」
に基づき、平成17年国勢調査の集計業務のうちサーバ等を利用した業務の完了により、21年
８月にクライアント／サーバ機器のうちサーバ等を撤去した。この結果、平成21年度は、効
果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減となった。 

 ・  事務用消耗品、備品等の物品を有効的か
つ効果的に活用するため、既存の物品管理
システムを用い、物品の適正な在庫管理、
配布に努めるとともに、調達方式について
は、本庁舎に入居する行政機関等と連携を
図り、共通的に使用される物品を可能な限
り一括調達することを推進し、経費の削減
を図る。 
 

一般事務用消耗品、コピー用紙の調達について、統計局及び人事・恩給局と連携を図り一
括調達することにより、調達事務の効率化及び経済性の向上に努めた。 
また、随意契約や一者応札などの調達案件を見直し、経費の合理化を推進した。 

(３) 国家公務員の定員の純
減に準じた人員の削減 

・  平成23年度末の常勤役職員数を17年度末
の常勤役職員数の92.6％以下とする計画を
達成するため、業務の効率化等により、18
年度の８人減、19年度の11人減、20年度の
13人減に引き続き、21年度は14人の常勤職
員を削減する。 

 

業務の効率化により削減の前倒し・加速化を進め、年度末の常勤職員数は850人（年度目標
863人）となった。 

(４) 役職員給与の見直し ・  役職員の給与については、国家公務員の
給与構造改革を踏まえ必要な見直しを進め
るとともに、国家公務員の給与水準との比
較結果をホームページで公表する。 

 

役職員の給与水準について、国家公務員の給与水準との比較などにより検証し、当該検証
結果等についてホームページで公表した。 

なお、「独立行政法人の役員の報酬等及び職員の給与の水準（平成21年度）」における統計
センターの対国家公務員指数は94.4（地域勘案83.6）、対他法人指数は89.1となっている。 
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(５) 製表業務の民間開放に
向けた取組 

・  平成21年経済センサス－基礎調査及び平
成21年全国消費実態調査の符号格付業務に
ついて、民間事業者の活用を着実に実施す
る。  
また、上記２調査の実施状況等を踏まえ、

平成22年国勢調査における符号格付業務に
ついても、民間事業者の活用に向け、委託
方法等を検討し、所要の準備を進める。 

 

製表業務については、既に実施しているデータ入力事務に加え、大規模周期調査における
調査票の受付整理事務について民間事業者を活用するとともに、符号格付事務についても順
次民間事業者の活用を進めている。 
平成21年経済センサス－基礎調査では、調査票等の受付整理事務、ＯＣＲ入力事務及び文

字入力事務については、一括発注することにより、委託経費の節減と事務の効率化を図ると
ともに、専門性を必要とする産業分類符号格付事務については、民間事業者の能力を見極め
るため、事前テスト（入札参加資格審査）を実施するなど格付精度の維持・向上を図った。
そのほか、品質管理の徹底や情報セキュリティ対策に万全を期すため、業務説明会を実施す
るとともに、履行施設へ赴き、実地指導を行った。 
平成21年全国消費実態調査では、家計簿符号格付・入力事務について、民間事業者に委託

するに当たり、事前テスト（入札参加資格審査）を実施したほか、収支項目分類の詳細な内
容及び格付・入力事務の方法についての説明会を開催する等、格付精度の維持・向上に努め
ている。また、品質管理の徹底や情報セキュリティ対策に万全を期すため、業務説明会を実
施するとともに、履行施設へ赴き、実地指導を行っている。 
平成22年国勢調査では、調査票等の受付整理事務、ＯＣＲ入力事務、各種の符号格付事務、

翻訳事務等について、民間に事務を委託する方向で検討を進めている。 
 



 48 

(６) 情報通信技術を活用し
た業務運営の高度化・効
率化 

・  平成21年経済センサス－基礎調査の産業
分類符号格付について、オートコーディン
グシステムを全面的に適用し、業務の効率
化を図る。また、平成21年全国消費実態調
査の収支項目分類符号格付の一部につい
て、試行的にオートコーディングシステム
を適用する。  
その適用に当たっては、自動格付率の目

標を平成21年経済センサスは50％、平成21
年全国消費実態調査の二人以上の世帯は
50％、単身世帯は40％とする。  

・  平成20年住宅・土地統計調査の市区町村
コード付与事務におけるオートコーディン
グの適用状況を分析し、平成22年国勢調査
における前住地・従通地の市区町村コード
付与事務への適用に向けて、品質を維持す
るための方策を検討する。  

・  平成22年国勢調査の製表業務の高度化・
効率化を図るため、次期ＯＣＲ及び国勢調
査用ＬＡＮについての検討を行う。 

 

① 平成21年経済センサス－基礎調査におけるオートコーディングの導入 

産業分類符号格付のオートコーディングシステムは、平成20年度に引き続き格付ルール整
備を行い、格付率は目標値として設定した50％を上回る58％を達成した。オートコーディン
グの導入によって要員投入量にして15,339人日分の削減効果（推定）があった。 

 

② 平成21年全国消費実態調査におけるオートコーディングの試行的導入 

収支項目分類符号格付の一部について、試行的にオートコーディングシステムを適用した。
試行的導入に当たっては、平成20年度に引き続きルール整備を行い、格付率は目標値として
設定した二人以上の世帯の50％、単身世帯の40％を上回る51％を達成した。オートコーディ
ングの導入によって要員投入量にして1,316人日分の削減効果（推定）があった。 

 

③ 平成22年国勢調査におけるオートコーディング導入に向けての準備 

平成20年住宅・土地統計調査及び平成22年国勢調査第３次試験調査の市区町村コードのオ
ートコーディング適用状況を分析し、平成22年国勢調査における前住地及び従業地・通学地
の市区町村コード付与事務への適用に向けて準備を進めている。 

 

④ 平成22年国勢調査におけるＯＣＲ及び国勢調査用ＬＡＮの導入準備 

平成22年度は、平成22年国勢調査を始め各種統計調査の調査票入力業務の効率的かつ確実
な遂行を目的として、ＯＣＲシステムの切換えを予定している。 

国勢調査用ＬＡＮについては、災害時等の業務継続を考慮し、現在の庁舎内には設置せず、
首都圏及び関西圏以外のデータセンターに設置することとした。また、国勢調査用ＬＡＮ運
用開始の平成22年８月以降は、製表業務の集計途中のデータに加え、長期保存データ及び二
次利用業務に係るデータについても、既存（関西圏）のデータセンターへのバックアップを
行うこととした。 

 

当該業務に係る事業費用 481,575千円 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価 ＡＡ 

【評価結果の説明】 
 職員数及び人件費を始めとした事業経費について、毎年度、その削減を図る一方で、統計センターの使命と言える高品質な公的統計の安定的な作成・提供を堅持する
ため、ＩＣＴを活用した業務刷新や外部リソースを活用した業務方法の再構築を図るほか、ＡＢＣ／ＡＢＭを基礎とした業務マネジメントと、各部門間の品質管理を連
携・連結させるＴＱＭを実施し、ＰＤＣＡサイクルに基づく成果志向の業務運営に取り組んでいることは高く評価できる。 
 平成21年度における人件費（退職手当を除く。）は6,353百万円で、業務量の増加に伴って要員投入量が増加（対前年度10,287人日（4.2％）増）したため、前年度に比
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べ1.1％の増加となったが、投入する要員の雇用形態を工夫することにより、人件費の増加幅は、要員投入量（4.2％増）と比べ3.1ポイント低く抑えることができている。 
 また、「独立行政法人統計センターにおける業務・システム最適化計画」に基づき、平成21年８月に、17年国勢調査集計用のクライアント／サーバ機器のうちサーバ等
を撤去したことで、21年度は、効果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減となった。 
 そのほか、一般事務用消耗品、コピー用紙の調達について、統計局及び人事・恩給局と連携を図り一括調達することにより、調達事務の効率化及び経済性の向上に努
めるとともに、随意契約や一者応札などの調達案件を見直し、経費の合理化を推進した結果、平成21年度における経常的な業務経費・一般管理費は12.6億円で、効果比
較年度の19年度に対する割合は89.4％で、約1.5億円の削減、20年度と比べると6.6％、約0.8億円の減となっている。 
 業務の効率化により、平成21年度末の常勤職員数は850人（年度目標863人）となり、削減の前倒し・加速化を進め、国家公務員の定員の純減目標に準じた削減の取組
を計画的かつ着実に実施していることは高く評価できる。役職員の給与水準についても、対国家公務員比で94.4となっており、適切に保たれているといえる。 
 製表業務の民間開放に向けた取組については、平成21年経済センサス－基礎調査において、調査票等の受付整理事務、ＯＣＲ入力事務及び文字入力事務を一括発注す
ることにより、委託経費の節減及び事務の効率化を図るとともに、同調査の産業分類符号格付事務及び平成21年全国消費実態調査の家計簿符号格付・入力事務では、民
間事業者に委託するに当たり、事前テスト（入札参加資格審査）の実施、業務説明会の実施、履行施設へ赴いての実地指導などにより、格付精度の維持・向上、万全な
品質管理の徹底・情報セキュリティ対策に取り組んでいることは高く評価できる。平成22年国勢調査においては、上記２調査の実施状況等を踏まえ、各種の符号格付事
務のほか、調査票等の受付整理事務、ＯＣＲ入力事務、翻訳事務等についても、民間事業者に委託する方向で検討を進めている。 
 さらに、平成21年経済センサス－基礎調査の産業分類符号格付にオートコーディングシステムを導入し、格付率は目標値として設定した50％を上回る58％を達成し、
要員投入量にして15,339人日分の削減効果（推定）があった。平成21年全国消費実態調査の収支項目分類符号格付の一部についても、試行的にオートコーディングシス
テムを導入し、格付率は目標値として設定した二人以上の世帯の50％、単身世帯の40％を上回る51％を達成し、要員投入量にして1,316人日分の削減効果（推定）があっ
た。平成22年国勢調査の前住地及び従業地・通学地の市区町村コード付与についても、平成20年住宅・土地統計調査及び平成22年国勢調査第３次試験調査の市区町村コ
ードのオートコーディング適用状況を分析した上で、オートコーディングシステムの適用に向けて準備を進めている。平成22年度には、調査票入力業務の効率的かつ確
実な遂行のため、ＯＣＲシステムの切換えを予定しているほか、平成22年国勢調査用ＬＡＮについては、災害時等の業務継続を考慮し、現在の庁舎内には設置せず、首
都圏及び関西圏以外のデータセンターに設置することとしている等、情報通信技術を活用した業務運営の高度化・効率化が進められている。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 中央集計機関としての統計センターの業務運営のさらなる高度化と効率化等を図るため、コスト構造分析、ＩＣＴを活用した基盤整備、職員の機動的配置、民間事業
者の積極的活用、予算執行の効率化については、今後も引き続き取り組むことが必要である。 
 
「効率性」： 
 平成21年８月に平成17年国勢調査集計用のクライアント／サーバ機器のうちサーバ等を撤去したことで、21年度は、効果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削
減となるなど、経常的な業務経費及び一般管理費の効率的執行を進めるとともに、業務の効率化等においても着実な常勤職員数の削減に取り組み、目標を上回る21年度
末850人（年度目標863人）を実現し、更に削減の前倒し・加速化を進めるなど、効率性が十分に認められる。 
 
「有効性」： 
 中央集計機関としての統計センターの責務を着実に果たすために、ＩＣＴの活用及び組織体制の充実により高品質のサービスを低コストで提供するための基盤整備を
着実に進めるなど、有効性が認められる。 
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中期計画の該当項目 第１ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 効率的な人員の活用に関する事項 

■中期計画の記載事項 

(１) 効率的な製表業務の推進に必要な高度な技術の継承・発展を図るため、研修等により職員の能力開発を行うとともに、必要に応じ、研修体系の見直しを図る。 
(２) 業務の性格に応じた機能的な組織体制の整備や人員の重点的配置を行うことにより能率的な業務運営を確保するとともに、総務部門、管理・企画部門については、

業務内容及び業務体制の見直しを行い、組織のスリム化を推進する。  
また、製表部門については、民間開放や非常勤職員・派遣職員等の積極的活用、業務の集約、意思決定の簡素化等の業務プロセスの見直し等により効率化を図る

とともに、職員を新たな業務も含めた中核的業務に重点配置する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) 職員の能力開発 ・  外部研修・セミナー等へ職員を積極的に
派遣し、専門的能力の向上を図る。特に、
総務省統計研修所の統計専門研修について
は、履修者を35人以上とする。 

また、内部研修の充実とその効率的実施
の観点から、ｅラーニングを積極的に活用
する。 

なお、研修を受講した職員に対して、研
修内容に関するアンケートを実施し、80％
以上の者から、研修効果があったとの評価
を得る。 

 

内部研修として、階層に応じた能力開発・自己啓発及び専門的知識の習得を目的とする階
層別研修（新規採用職員研修、統計基礎研修など）、自己啓発によりスキルアップとステップ
アップを図るための知識・技術の取得を目的とする技能別研修（語学研修、プレゼンテーシ
ョン研修など）を実施した。 

外部研修として、業務に必要な専門能力向上のため、各府省が実施する研修会等（情報シ
ステム統一研修、統計研修）に職員を派遣した。 
その結果、内部研修延べ725人、外部研修等延べ197人、各課室等における業務研修を延べ

3,982人が受講したほか、専門的能力向上を計るため、総務省統計研修所の統計専門研修に32
人が履修した。 

また、内部研修を受講した職員を対象に研修内容等に関するアンケートを実施した結果、
「大変有意義だった」・「有意義だった」と回答した者の割合は約90％となった。 

さらに、ｅラーニングを導入するなど、研修体系の見直しも積極的に行っている。 
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(２) 能率的な業務運営の確
保 

・  平成21年経済センサス－基礎調査の実施

に伴い、これまで、事業所・企業統計調査

において地方で実施してきた事務（データ

入力、産業分類符号格付、産業分類に関す

るデータチェック審査・訂正）を統計セン

ターで行うことの対応も含め、増大する業

務について、業務の性格に応じた機能的な

組織体制の整備等を図ることにより、能率

的な業務運営を行う。 

製表部製表グループの経済担当で処理してきた家計調査及び全国消費実態調査について、
専門的に処理する体制を経済担当から分離し、家計消費担当を新たに整備した。また、製表
部分類主幹において、分類精度担当を分離し、産業・職業分類及び収支・行動分類をそれぞ
れ専門的に行う産業・職業分類担当及び収支・行動分類担当を整備し、分類業務の高度化・
効率化を図るための組織整備を行った。 

また、統計センターの理念、事業年度ごとの業務運営に関する計画（年度計画）、年度計画
に掲げた目標達成のための具体的な実施計画を記載した事業計画をイントラネットに掲載す
るとともに、毎月、定期的に理事長をはじめとする役員からのメッセージもイントラネット
に掲載することで、職員に周知を図っている。 

さらに、活気ある職場風土を形成するために、個々の職員が抱く業務改善に関する提案を
積極的に示すことができる公の場として、「職員提案制度」を設け、職員から提案された業務
改善案のうち、改善効果が期待されるものについては表彰するとともに、積極的に業務に採
り入れている。 
 

当該業務に係る事業費用 7,862千円 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  Ａ 
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【評価結果の説明】 
 外部研修・セミナー等へ職員を積極的に派遣し、専門的能力の向上を図るため、総務省統計研修所の統計専門研修を32人が履修したほか、製表技術の継承についても
積極的に内部研修を行い、受講した職員を対象にアンケートを実施した結果、「大変有意義だった」・「有意義だった」と回答した者の割合は約90％となり、総務省統計研
修所の統計専門研修の履修者35人以上とする平成21年度年度計画の目標は達成できなかったものの、職員の能力開発が適切に行われているとともに、研修体系の見直し
も積極的に行われている。 
 また、増大する業務に対応するため、業務の性格に応じた機能的な組織体制の整備や人員の重点的配置を行うことにより能率的な業務運営を確保するとともに、製表
グループにおいて、家計調査及び全国消費実態調査を専門的に処理する体制を新たに整備したほか、分類主幹において、分類精度担当を分離し、産業・職業分類担当及
び収支・行動分類担当を整備し、分類業務の高度化・効率化を図るための組織整備をすることで、能率的な業務運営の確保に取り組んでいる。 

統計センターの理念、年度計画、事業計画とともに、定期的に理事長等役員からのメッセージもイントラネットに掲載することで、統計センターの姿勢、ミッション
を職員に周知する取組や、「職員提案制度」を設け、職員から提案された業務改善案のうち、改善効果等が期待されるものについて表彰するとともに、積極的に業務に採
用するといった職員の積極的な貢献を促す取組については、高く評価できる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 中央集計機関としての統計センターが行う製表業務には高度な専門性と高い技術レベルが要求されるため、職員の専門的能力の向上に重点を置いた人材育成は必須で
ある。 
 
「効率性」： 
 増大する業務に対応するため、家計調査及び全国消費実態調査を専門的に処理する体制を整備するとともに、分類業務の高度化・効率化を図るための組織を整備する
等、効率的な業務運営に向けた組織体制の整備を行った。 
 
「有効性」： 

外部研修等へ職員を積極的に派遣し、職員の専門的能力の向上を推進するとともに、業務の性格に応じた機能的な組織体制の整備や人員の重点的配置を行うことによ
り能率的な業務運営を確保する等組織体制の見直しを行っている。これらは、高品質で低コストのサービスを提供する上で効果的である。 
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中期計画の該当項目 第１ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 
３ 業務・システムの最適化に関する事項 

■中期計画の記載事項 

「独立行政法人統計センターにおける業務・システム最適化計画」を着実に推進する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 ・ 「独立行政法人統計センターにおける業
務・システム最適化計画」のうち、平成 21
年度においては、22 年度のホストコンピュ
ータのダウンサイジングに向けて、各種統
計調査集計システム、データ等のクライア
ント／サーバシステムへの移行を段階的に
行う。 

平成22年８月にホストコンピュータのダウンサイジングを実施し、クライアント／サーバ
システム（以下「Ｃ／Ｓ」という。）へ完全に移行することから、20年度に引き続き、ホスト
コンピュータで行っている処理をＣ／Ｓで行えるよう、集計システムの開発を段階的に行っ
た。 

平成21年度は、ホストコンピュータのダウンサイジングのためにシステムの書換えが必要
な20システムのうち２システムを開発し、19年度及び20年度と合わせて13調査20システムの
すべての開発が完了するとともに、Ｃ／Ｓでの運用を開始した。 
 

当該業務に係る事業費用 270,875千円 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  ＡＡ 
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【評価結果の説明】 
 「独立行政法人統計センターにおける業務・システムの最適化計画」（平成19年10月決定）は、ホストコンピュータのダウンサイジング、統計センターＬＡＮの切替え
等を推進し、対象となるシステムに係る年間経費について削減を行うもので、平成22年８月にホストコンピュータのダウンサイジングを実施し、クライアント／サーバ
システム（以下「Ｃ／Ｓ」という。）へ完全に移行することから、21年度は、20年度に引き続き、ホストコンピュータで行っている処理をＣ／Ｓで行えるよう、集計シス
テムの開発を段階的に行っており、システムの書換えが必要な20システムのうち２システムを開発し、19年度及び20年度と合わせて13調査20システムのすべての開発が
完了するとともに、Ｃ／Ｓでの運用を開始しており、最適化計画を、目標を十分達成して推進していると判断した。 
 
「必要性」： 
 経済センサス等の新たな統計調査に係る業務、新統計法全面施行に伴う統計データ二次利用に係る業務など新たな役割を積極的に担う一方で、行政機関と同様に徹底
した合理化が求められていることから、業務・システムの最適化計画を着実に推進し、業務運営の更なる高度化・効率化を図ることが必要である。 
 
「効率性」： 
 業務・システムの最適化計画に基づき、平成22年度のホストコンピュータのダウンサイジングに向け、21年度はシステムの書換えを完了させたほか、21年８月に平成
17年国勢調査の集計業務用のサーバ等の撤去したことで、効果比較年度の18年度に比べて約３億円の経費削減を実現し、十分効率的に業務を行っている。 
 
「有効性」： 
 業務・システムの最適化計画を着実に推進することにより、平成17年国勢調査用の集計業務用のサーバ等の撤去による経費削減が図られるため、統計センター全体の
業務運営の効率化及び経費削減に効果的である。 
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中期計画の該当項目 第１ 業務運営の効率化に関する目標を達成するためにとるべき措置 
４ 随意契約の見直しに関する事項 

■中期計画の記載事項 

(１) 「公共調達の適正化」（平成18年８月25日財計第2017号）を踏まえ、及び「独立行政法人整理合理化計画」（平成19年12月24日閣議決定）に基づき、独立行政法人
統計センターが策定した「随意契約見直し計画」を着実に実施し、契約内容の公開及び随意契約の見直しの徹底を図り、業務運営の一層の透明性の確保と効率化を
図るとともに、毎年度その取組状況について公表する。 

(２) 監事による監査において、入札・契約の内容についてチェックを受ける。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) 随意契約等の見直し ・ 「公共調達の適正化」（平成18年８月25日財計
第2017号）を踏まえ、及び「独立行政法人整理
合理化計画」（平成19年12月24日閣議決定）に
基づき、契約は原則として一般競争入札等（競
争入札及び企画競争・公募をいい、競争性のな
い随意契約は含まない。）によることとし、統
計センターが策定した「随意契約見直し計画」
を着実に実施し、契約内容の公開及び随意契約
の見直しの徹底を図る。 
このうち、「随意契約見直し計画」の基準年度

である平成18年度に締結した競争性のない随
意契約件数30件について、仕様の見直し等を実
施することにより、その件数を21年度は５件以
下（83％以上減）とする。また、その取組状況
については、ホームページ等を通じて公表す
る。 
 

「随意契約見直し計画」において対象とする競争性のない随意契約の件数は、平成21年
度は３件（18年度に締結した複数年契約４件を除く。）となっており、19年度に策定した
「随意契約見直し計画」を着実に実施するとともに、随意契約の見直しの徹底による競争
入札の推進及び調達情報の公開等の取組を行っている。具体的には、入札公告期間の延長
や入札参加要件の緩和等により一層の競争性の拡大に努めているほか、契約・入札に関す
る情報をホームページに公開し、積極的な情報開示にも取り組んでいる。 

なお、一者応札案件の改善方策については、一者応札・一者応募となった契約について、
入札公告期間の延長や入札参加要件の緩和等の改善方策をとりまとめ、平成21年７月にホ
ームページにおいて公表を行っている。 

また、「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて」（平成21年11月17日閣議決定）
に基づき、監事及び外部有識者によって構成する「独立行政法人統計センター契約監視委
員会」を設置し、競争性のない随意契約の妥当性や一般競争入札における一者応札案件に
関して、同委員会を３回開催し、点検・見直しを行った。 

さらに、平成21年10月に総合評価落札方式に関する条項の追加及び包括的随意契約条項
の廃止等、会計規程及び契約事務取扱要領を改正し、調達手続きの明確化を図り、新しい
規程類に基づき、業務を実施している。 

 
(２) 契約内容の監査 ・ 一般競争入札を含め、すべての入札・契約の

内容について、監事による監査において定期的
なチェックを受ける。 

一般競争入札を含むすべての入札・契約の状況に関して、監事による監査を毎月実施し、
随意契約及び情報開示を含む契約事務全般について厳正なチェックを行う監査体制の整
備を行い、その結果を理事長に報告することで、整備した体制の実効性を確保している。 

また、調達の実施にあたっては、事業部門（調達要求部門）の作成した仕様書等を、財
務課契約担当がその内容を審査した上で、金額に応じて、理事長又は総務部長が決裁を行
っており、この場合において、財務課監査担当が事前に審査を行っており、会計部門内で
も相互牽制を行い、適正な経費執行を確保する体制を整備している。 
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当該業務に係る事業費用 － 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
 平成21年度における随意契約については、前年度と比べ金額は増加したものの、件数は減少しており、一般競争入札への見直しが図られている。また、「公共調達の適
正化について」を踏まえ、19年度に策定した「随意契約見直し計画」を着実に実施するとともに、随意契約の見直しの徹底による競争入札の推進及び調達情報の公開等
の取組を行っている。平成21年度の実績については、随意契約の件数は７件、金額は38百万円であり、前年度と比べ件数は同数で、金額は4百万円の増となった。当該７
件のうち３件は、霞が関ＷＡＮサービス、水道料及びガス料で、一者のみがサービスを提供している随意契約によらざるを得ないもので、残りの４件はいずれも18年度
に契約した複数年契約（プログラムプロダクト使用許諾３件、ＯＣＲ機器再賃貸借１件）であり、平成22年度中に契約期間が満了する予定である。なお、当該契約の相
手方が第三者に再委託していることはない。 
 また、調達の実施にあたっては、事業部門（調達要求部門）の作成した仕様書等を、財務課契約担当がその内容を審査した上で、金額に応じて、理事長又は総務部長
が決裁を行っており、この場合において、財務課監査担当が事前に審査を行っており、会計部門内でも相互牽制を行い、適正な経費執行を確保する体制を整備している
ほか、一般競争入札を含むすべての入札・契約事務全般に関し、毎月、監事監査を実施し、その結果を理事長に報告することにより、整備した体制の実効性を確保して
いることは評価できる。 
 「独立行政法人の契約状況の点検・見直しについて」に基づき、監事及び外部有識者によって構成する「独立行政法人統計センター契約監視委員会」を設置し、競争
性のない随意契約の妥当性や一般競争入札における一者応札案件に関して、同委員会を３回開催し、点検・見直しを行い、随意契約の見直し、一者応札案件の改善への
取組が図られている。 
 さらに、「独立行政法人における契約の適正化（依頼）」に基づき、平成21年10月に総合評価落札方式に関する条項の追加及び包括的随意契約条項の廃止等、会計規程
及び契約事務取扱要領を改正し調達手続きの明確化が図られている。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 「公共調達の適正化について」及び「独立行政法人整理合理化計画」に基づき、契約は原則として一般競争入札等によることが必要である。統計センターは自ら策定
した「随意契約見直し計画」を着実に実施し、引き続き契約内容の公開及び随意契約の見直しの徹底を図ることが必要である。 
 
「効率性」： 
 「公共調達の適正化について」及び「独立行政法人整理合理化計画」に基づき、平成19年に策定した「随意契約見直し計画」を着実に実施することで、随意契約の見
直しの徹底による競争入札の拡大及び調達情報の公開等に取り組む等、業務運営の一層の透明性の確保と効率化を図っている。 
 
「有効性」： 
 一者応札案件の改善方策を策定することで、契約監視委員会による随意契約、一者応札案件の点検・見直しを実施したほか、監事による随意契約及び情報開示を含む
契約事務全般について厳正なチェックが行われており、随意契約等の着実な見直しが有効的に取り組まれている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（１）国勢調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社会・
経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区分の製表
結果を総務省に提出する。 

(２)上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を勘案
しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 満足

度*2 
投入量 

予 定 実 績 期限 適合度*1 

平成

17年

調査 

新産業分類特

別集計 
21.11 21.11. 5 ○ ○ 

ａ 

実績 

8,635人日 

 

対計画 

▲915人日 

(▲10％) 

特別集計 

（同居児等に

関する追加集

計） 

21.12 

（平成22年度

以降に変更） 

平成22年度

以降 
－ － 

平成

22年

調査 

第３次試験調

査 
21. 9 21. 9.11 ○ ○ 

調査区設定事

務 

平成22年度に

継続 

平成22年度

に継続 
－ － 

＊1）統計センターが、委託元から提示された基準及び手続に基づいて製表業務を適切に行ったかを判断するもの。 

＊2）委託元が、統計センターから提出された製表結果について、誤りや期限の遅れがなかったかなどの設問に対し、それ

ぞれ満足から不満までの５段階（ａ～ｅ）に分けて、満足度を判断したもの。 

注）「予定」の（ ）内は、委託元の事情等により年度途中で見直された変更後の業務終了予定時期。以下の表で同じ。 

 

２ 要員投入量 

国勢調査に係る実績は、8,635人日（対計画915人日（10％）減）であった。 
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投入量減少の主な要因としては、特別集計（同居児等に関する追加集計）の事務が委託元の事情等

により平成22年度に移行したことなどが挙げられる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

 本調査の事務処理マニュアル（製表事務手続、操作の手引等。以下同じ。）を、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 8,635人日 

■当該項目の評価 Ａ 

【評価結果の説明】 
 総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センタ
ーに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 投入量については、平成17年国勢調査で予定していた特別集計（同居児等に関する追加集計）の事務が委託元の事情等により平成22年度に移行したことなどにより、業務
全体では予定より減少（対計画915人日（10％）減）しており、業務に即応した人員配置の積極的な実行による業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステム
を有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 
 平成17年国勢調査で予定していた特別集計（同居児等に関する追加集計）が委託元の事情等により平成22年度に事務が移行したことなどにより、業務全体の投入量は予定
より減少（対計画915人日（10％）減）しており、業務に即応した人員配置の積極的な実行による業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 国勢調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅速
な調査結果の提供（公表）が行われ、選挙区の改定、地方交付税交付金の算出、少子高齢化対策、防災対策など関係方面において調査結果が効果的に利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（２）住宅・土地統計調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社
会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区
分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成

20年

調査 

速報集計 21. 6 21. 6.26 ○ 

○ ａ 

実績 

11,117人日 

 

対計画 

▲4,992人日 

(▲31％) 

確報集計 22. 2 22. 1.21 ○ 

追加集計 
平成22年度

に継続 
平成22年度

に継続 
－ 

 

２ 要員投入量 

平成20年住宅・土地統計調査に係る実績は、11,117人日（対計画4,992人日（31％）減）であっ

た。 

投入量減少の主な要因としては、データチェック審査事務におけるリアルタイム修正の導入、疑

義処理システム及び面積等簡易集計用コンスタントを利用した修正システムの開発により大幅な事

務の効率化が図られたことなどが挙げられる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 
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当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 11,117人日 

■当該項目の評価  ＡＡ 

【評価結果の説明】 
 総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計
センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 投入量については、データチェック審査事務におけるリアルタイム修正の導入、疑義処理システム及び面積等簡易集計用コンスタントを利用した修正システムの開発に
より大幅な効率化が図られたことにより、業務全体では予定より大幅に減少（対計画4,992人日（31％）減）している。こうしたことから、効率的な業務運営が行われて
いると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ
ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 
 データチェック審査事務におけるリアルタイム修正の導入、疑義処理システム及び面積等簡易集計用コンスタントを利用した修正システムの開発により大幅な効率化が
図られたことにより、業務全体では予定より大幅に減少（対計画4,992人日（31％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

住宅・土地統計調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同
局による迅速な調査結果の提供（公表）が行われ、住生活関連諸施策の企画立案、国民経済計算の推計など関係方面において調査結果が効果的に利活用される。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（３）就業構造基本調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社
会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区分
の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を勘
案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成
19年
調査 

新産業分類
組替え集計 

22. 3 22. 3.17 ○ ○ ａ 

実績 

1,580人日 

 

対計画 

＋575人日 

(＋57％) 

 

２ 要員投入量 

平成19年就業構造基本調査新産業分類組替え集計に係る実績は、1,580人日（対計画575人日（57％）

増）であった。 

投入量増加の主な要因としては、符号格付事務の結果精度を高めるために検査数量を１／３から全

数に変更したこと（対計画346人日増）に加え、新産業分類集計、自動格付検証業務等のシステム開

発の規模が大きかったこと（対計画255人日増）による業務の増加などが挙げられる。これらの事務

を除くと対計画26人日（３％）の減少となる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 
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当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 1,580人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計

センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量については、予定より増加（対計画575人日（57％）増）しているが、この増加は、符号格付事務の結果精度を高めるために検査数量を１／３から全数に変更した

ことに加え、新産業分類集計、自動格付検証業務等のシステム開発の規模が大きかったことによるものであり、これらの業務量増加分を除くと対計画26人日（３％）の減
少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ

ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 
 業務全体としての投入量は予定より増加（対計画575人日（57％）増）しているが、この増加は、符号格付事務の結果精度を高めるために検査数量を１／３から全数に変
更したことに加え、新産業分類集計、自動格付検証業務等のシステム開発の規模が大きかったことによるものであり、これらの業務量増加分を除くと対計画26人日（３％）
の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 就業構造基本調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局
による迅速な調査結果の提供（公表）が行われ、行政施策の企画立案、国民経済計算の推計、雇用対策など関係方面において調査結果が効果的に利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（４）全国消費実態調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社
会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区分
の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を勘
案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成

21年

調査 

家計収支編 

平成 22年度

に継続 

 

平成 22年度

に継続 

 

－ ○ ａ 

実績 

33,097人日 

 

対計画 

▲494人日 

(▲２％) 

品目編 

主要耐久消費

財編 

貯蓄・負債編 

世帯分布編 

特定世帯編 
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区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成

21年

調査 

高齢者世帯編 

平成22年度

に継続 

 

平成22年度

に継続 

 

    家計資産編 

分析表 

その１ 

 

２ 要員投入量 

平成21年全国消費実態調査（全国単身世帯収支実態調査を含む。）に係る実績は、33,097人日（対

計画494人日（２％）減）であった。 

投入量減少の主な要因としては、符号格付事務及び入力事務の精度を高めるために重点的に行った

研修により処理能率が向上したことなどが挙げられる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 33,097人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限に向けて製表業務が行われている。統

計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量については、符号格付事務及び入力事務の精度を高めるために重点的に行った研修により処理能率が向上したことなどにより、業務全体としての投入量は減少（対

計画494人日（２％）減）していることから、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ
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ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

符号格付事務及び入力事務の精度を高めるために重点的に行った研修により処理能率が向上したことなどにより、業務全体としての投入量は減少（対計画494人日（２％）
減）していることから、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

全国消費実態調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果の期限までの同局への提出に向けて作業を進め
ている。同局では、迅速な調査結果の提供（公表）が行われることとなり、年金政策、国民経済計算の推計、経済財政白書など関係方面において調査結果が効果的に利活
用される。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（５）経済センサス（基礎調査・活動調査） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社
会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区
分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成

21年

調査
(基礎

調査) 

速報集計 
平成22年

度に継続 

平成22年

度に継続 
－ ○ ａ 実績 

27,094人日 

 

対計画 

＋6,066人日 

(＋29％) 

平成

24年

調査
(活動

調査) 

第１次試験調査 21. 4 21. 4. 2 ○ 

○ ａ 
第２次試験調査 

平成22年

度に継続 

平成22年

度に継続 
－ 

 

２ 要員投入量 

経済センサス（基礎調査・活動調査）に係る実績は、27,094人日（対計画6,066人日（29％）増）

であった。 

基礎調査では、調査票の記入不備による検査事務が増加したこと（対計画1,941人日増）やＯＣＲ

読取の不具合に対応したこと（対計画1,082人日増）などによる事務量の増加となった。また、統計

局における調査区設定誤り（未同定・誤同定）が判明したことによる追加事務が発生したこと（対
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計画2,774人日増）により、累次にわたる製表スケジュールの見直し・調整等が必要な状況となり、

製表業務に多大な影響を及ぼすこととなった。 

活動調査では、第２次試験調査における調査票形式の変更（単票形式から冊子形式）や調査事項

の変更などによるデータチェック等の製表事務の見直し（対計画323人日増）により事務量の増加と

なった。 

これら計画外の業務を除くと対計画54人日（0.3％）の減少となる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 27,094人日 

■当該項目の評価  Ａ 
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【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計

センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
経済センサスの前身である事業所・企業統計調査では、都道府県において調査票のデータ入力事務及び産業分類符号格付事務（以下「符号格付事務等」という。）を実

施したが、平成21年経済センサス－基礎調査では、これらの業務を統計センターにおいて一括処理することとなったため、業務量は大幅に増加した。経済センサスの業務
量を要員投入量に換算すると総要員投入量は127,894人日となり、符号格付事務等については一部を民間事業者に委託することで対応しており、総要員投入量の内訳は統
計センター職員分が27,094人日、民間事業者委託分85,500人日（推定）、産業分類符号のオートコーディングによる効率化人員15,300人日（格付を人手処理した場合の推
定）となっている。 

また、経費面でみると、民間事業者に委託した符号格付事務等にかかる経費は、従来どおり都道府県で実施した場合は870,637千円（平成18年事業所・企業統計調査で
の都道府県への委託費（実績）に基づき、平成21年経済センサス－基礎調査の基本数に置き換えて積算した試算値）だが、統計センターで実施した実績額では390,679千
円となり、約4.8億円の経費が削減され、大幅な効率化も図られている。 

統計センター職員の投入量については、予定より増加（対計画6,066人日（29％）増）しているが、この増加は、基礎調査では、調査票の記入不備による検査事務が増

加したこと（対計画1,941人日増）やＯＣＲ読取の不具合に対応したこと（対計画1,082人日増）などによる事務量の増加となった。また、統計局における調査区設定誤り

（未同定・誤同定）が判明したことによる追加事務が発生したこと（対計画2,774人日増）により、累次にわたる製表スケジュールの見直し・調整等が必要な状況となり、

製表業務に多大な影響を及ぼすこととなった。活動調査では、第２次試験調査における調査票形式の変更（単票形式から冊子形式）や調査事項の変更などによるデータチ

ェック等の製表事務の見直し（対計画323人日増）によるものであり、これら計画外の業務を除くと対計画54人日（0.3％）の減少となり、効率的な業務運営が行われてい

ると認められる。 

以上のほか、新規の調査であるため、様々な不測の事態が生じたものの、適切な対応がなされていることも考慮し、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ
ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

業務全体としての投入量は予定より増加（対計画6,066人日（29％）増）しているが、この増加は、基礎調査では、調査票の記入不備による検査事務が増加したこと（対
計画1,941人日増）やＯＣＲ読取の不具合に対応したこと（対計画1,082人日増）などによる事務量の増加となった。また、統計局における調査区設定誤り（未同定・誤同
定）が判明したことによる追加事務が発生したこと（対計画2,774人日増）により、累次にわたる製表スケジュールの見直し・調整等が必要な状況となり、製表業務に多
大な影響を及ぼすこととなった。活動調査では、第２次試験調査における調査票形式の変更（単票形式から冊子形式）や調査事項の変更などによるデータチェック等の製
表事務の見直し（対計画323人日増）によるものであり、これら計画外の業務を除くと対計画54人日（0.3％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
平成21年経済センサス－基礎調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果の期限までの同局への提出に向

けて作業を進めている。同局では、迅速な調査結果の提供（公表）が行われることとなり、今後、ＧＤＰをはじめとする経済指標の精度向上、産業振興施策、地域に密着
した各種施策など関係方面において調査結果が効果的に利活用される。 
平成24年経済センサス－活動調査第１次試験調査の製表においては、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに

同局に提出したことにより、同局において、平成24年経済センサス－活動調査の実施計画の立案に必要な基礎資料として活用されることとなる。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（６）労働力調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社会・
経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区分の製
表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を勘
案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
 提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

基本 

集計 

毎月 
調査月の翌月

下旬 

調査月の翌月下

旬に終了 

○ ○ ａ 

実績 

6,157人日 

 

対前年度 

▲826人日 

(▲12％) 

四半期平均 
４，７，10，

１月の下旬 

４，７，10，１

月の下旬に終了 

半期平均 
７，１月の下

旬 

７，１月下旬に

終了 

年平均 22年１月下旬 22. 1.29 

年度平均 21年４月下旬 21. 5. 1 

詳細 

集計 

四半期平均 
５，８，11，

３月 
５，８，11，２

月に終了 

年平均 22. 3 22. 2.22 

 
２ 要員投入量 

労働力調査に係る実績は、6,157人日（対前年度826人日（12％）減）であった。 

投入量減少の主な要因としては、前年度に行ったシステム更新及び日本標準産業分類改定に伴う事

務が終了したことなどが挙げられる。 
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３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

４ 特記事項 

新産業分類に係る遡及集計において、ＪＣＬ（プログラムを実行させるための命令文）の記述誤り

により、平成20年平均は結果表の一部に出力漏れが、平成20年度平均は集計結果に誤りがあったため、

それぞれについて再集計を行った。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 6,157人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに一部を除き製表結果を提出してい

る。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
新産業分類に係る遡及集計において、ＪＣＬ（プログラムを実行させるための命令文）の記述誤りにより、平成20年平均は結果表の一部に出力漏れが、平成20年度平均は

集計結果に誤りがあったため、それぞれについて再集計を行っている。これに対する再発防止策として、新産業分類に係る遡及集計では、オペレーションフローチャートの
差し替え箇所の該当ステップ及び関連ステップの確認を行うとともに、文法チェックを行うＪＣＬチェックの徹底を図る措置が講じられ、平成20年度平均の集計結果誤りで
は、結果表の解説等の変更があった場合のファイナルテストの強化（チェックシート及び形式審査の内容の充実）を図る措置が講じられている。 
投入量については、前年度に行ったシステム更新及び日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べて減少（対

前年度826人日（12％）減）となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステム
を有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

前年度に行ったシステム更新及び日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べて減少（対前年度826人日（12％）
減）しており、効率的な業務運営が行われている。 

 
「有効性」： 
 労働力調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅
速な調査結果の提供（公表）が行われ、景気判断の指標、雇用対策、労働経済白書など関係方面において調査結果が効果的に利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（７）小売物価統計調査（消費者物価指数） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社会・
経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区分の製
表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を勘
案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 

総務省が定める基準に基づいて事務
を進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

小売物

価統計

調査製

表事務 

東京都区部 調査月の下旬 
調査月の下旬に 

終了 

○ 

○ ａ 

実績 

6,964人日 

 

対前年度 

▲1,416人日 

(▲17％) 

全国 調査月の翌月下旬 
調査月の翌月下旬に

終了 

年平均 
22年１月下旬 

(22. 4) 
平成22年度に継続 

消費者

物価指

数に関

する製

表事務 

東京都区部 調査月の下旬 調査月の下旬に終了 

○ 

全国 調査月の翌月下旬 
調査月の翌月下旬に

終了 

四半期平均 
４，７，10，１月の

下旬 

４，７，10，１月の上

～中旬に終了 

半期平均 ７，１月の下旬 
７月上旬，１月中旬に

終了 

年平均 22年１月下旬 22. 1.13 

年度平均 21年４月下旬 21. 4. 7 

地域差指数 21. 6 21. 5.27 
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２ 要員投入量 
小売物価統計調査（消費者物価指数）に係る実績は、6,964人日（対前年度1,416人日（17％）減）で

あった。 

投入量減少の主な要因としては、製表事務の変更事項が少なかったことや準備・整理事務における

機器の処理能力向上及び担当職員の業務能率の向上などが挙げられる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 6,964人日 

■当該項目の評価  ＡＡ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計セ

ンターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
製表事務の変更事項が少なかったことや準備・整理事務における機器の処理能力向上及び担当職員の業務能率の向上などにより、事務の効率化が図られ、業務全体として

の投入量は、前年度に比べ減少（対前年度1,416人日（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 

 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステム
を有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

製表事務の変更事項が少なかったことや準備・整理事務における機器の処理能力向上及び担当職員の業務能率の向上などにより、事務の効率化が図られ、業務全体として
の投入量は、前年度に比べ減少（対前年度1,416人日（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われている。 

 
「有効性」： 
 小売物価統計調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局に
よる迅速な調査結果の提供（公表）が行われ、金融政策、社会福祉関連、都道府県における消費者物価指数の作成など関係方面において調査結果が効果的に利活用されてい
る。 
 



73 
 

 

中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（８）家計調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社
会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区
分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
 提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

家計 

収支編 

二人以上の

世帯 

調査月の翌

月下旬 

翌月 28日頃

に終了 

○ ○ ａ 

実績 

29,532人日 

 

対前年度 

▲4,183人日 

(▲12％) 

単身世帯 
調 査 月 の

翌々月中旬 

翌々月 11日

頃に終了 

総世帯 
調 査 月 の

翌々月中旬 

翌々月 11日

頃に終了 

四半期平均 
５，８，11，

２月の中旬 

５，８，11，

２月の上～

中旬に終了 

年平均 
22年２月中

旬 
22. 2.12 

年度平均 
21年５月中

旬 
21. 5.14 
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区 分 
 提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

貯蓄・

負債編 

二人以上の

世帯 

調査月の４

か月後の下

旬 

調査月の４

か月後の下

旬に終了 

○ 

  

 

四半期平均 

家計収支編

の公表から

３か月後 

家計収支編の
公表から２か
月後に終了 
（４，７，10，

１月の下旬

に終了） 

年平均 

家計収支編

の公表から

３か月後 

家計収支編の
公表から２か
月後に終了 
（21. 4.28） 

合成 

数値編 

二人以上の

世帯 

調査月の

翌々月中旬 

翌々月５日

頃に終了 

○ 

単身世帯 
調査月の

翌々月中旬 

翌々月11日

頃に終了 

総世帯 
調査月の

翌々月中旬 

翌々月11日

頃に終了 

四半期平均 
５，８，11，

２月の中旬 

５，８，11，

２月の上～

中旬に終了 

年平均 
22年２月中

旬 
22. 2.12 

平成20

年調査 

準調査

世帯集

計 

二人以上の

世帯 

21年10月下

旬 
21. 9.28 

○ 

単身世帯 
21年10月下

旬 
21. 9.28 
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区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成21

年調査 

準調査

世帯集

計 

二人以上の

世帯 

平成22年度

に継続 
平成22年度

に継続 

  

  

単身世帯 
平成22年度

に継続 

平成22年度
に継続 

２ 要員投入量 

家計調査に係る実績は、29,532人日（対前年度4,183人日（12％）減）であった。 

投入量減少の主な要因としては、役割分担を明確にした班体制や繁忙期への再任用職員の投入な

どの体制整備のほか、業務能率の向上などが挙げられる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 29,532人日 

■当該項目の評価  ＡＡ 
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【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計

センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
役割分担を明確にした班体制や繁忙期への再任用職員の投入などの体制整備のほか、業務能率の向上などにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前

年度4,183人日（12％）減）となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 

 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ
ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

役割分担を明確にした班体制や繁忙期への再任用職員の投入などの体制整備のほか、業務能率の向上などにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前
年度4,183人日（12％）減）となり、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

家計調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅
速な調査結果の提供（公表）が行われ、政府の景気判断の指標、国民経済計算における家計消費支出の推計、労働経済白書など関係方面において調査結果が効果的に利活
用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（９）個人企業経済調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、社会・
経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該区分の製
表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を勘
案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 

提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 

期

限 
適合度 

動向調査

票の製表

事務 

 

速報集計 
５，８，11，

２月の中旬 

５，８，11，

２月の上旬に

終了 

○ 

○ ａ 

実績 

1,219人日 

 

対前年度 

▲39人日 

(▲３％) 

確報集計 
５，８，11，

２月の下旬 

５，８，11，

２月の下旬に

終了 

平成20年

度集計 
21年５月下旬 21. 5.26 

構造調査

票の製表

事務 

平成20年

集計 
21年６月下旬 21. 6.25 ○ 

 

２ 要員投入量 

個人企業経済調査に係る実績は、1,219人日（対前年度39人日（３％）減）であった。 

投入量減少の主な要因としては、前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したこと

などが挙げられる。 
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３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

４ 特記事項 

構造調査票による集計において、集計用個別データ符号表の修正誤りにより、平成13年調査分から

19年調査分までの構造編について再集計を行った。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 1,219人日 

■当該項目の評価  Ｂ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計セ

ンターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
また、前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度39人日（３％）減）となり、

効率的な業務運営が行われていると認められる。 
しかしながら、構造調査票による集計において、集計用個別データ符号表の修正誤りにより、平成13年調査分から19年調査分までの構造編について再集計を行っている。

これに対する再発防止策として、変更のあった集計関係資料と符号表、また符号表とプログラムコード間で不整合が生じていないか分析及び開発終了時のウォークスルーに
よってチェックするなどの措置が講じられている。 
 以上のことから、目標を概ね達成していると判断した。 

 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステム
を有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことなどにより、業務全体としての投入量は、前年度に比べ減少（対前年度39人日（３％）減）となり、効率
的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

個人企業経済調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局に
よる迅速な調査結果の提供（公表）が行われ、中小企業関係施策のための基礎資料、国民経済計算の推計、中小企業白書など関係方面において調査結果が効果的に利活用さ
れている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（10）科学技術研究調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、
社会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該
区分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
 提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成21年調査 21.12 21.12. 4 ○ ○ ａ 

実績 

1,792人日 

 

対前年度 

▲372人日 

(▲17％) 

 

２ 要員投入量 

科学技術研究調査に係る実績は、1,792人日（対前年度372人日（17％）減）であった。 

投入量減少の主な要因としては、前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了した

ことに加え、データチェック審査や結果表審査事務の効率化などが挙げられる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 
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当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 1,792人日 

■当該項目の評価  ＡＡ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統

計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことに加え、データチェック審査や結果表審査事務の効率化などにより、業務全体としての投入量は、前

年度に比べ減少（対前年度372人日（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 

 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

前年度に行った日本標準産業分類改定に伴う事務が終了したことに加え、データチェック審査や結果表審査事務の効率化などにより、業務全体としての投入量は、前
年度に比べ減少（対前年度372人日（17％）減）となり、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
科学技術研究調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同

局による迅速な調査結果の提供（公表）が行われ、ｅ－Ｊａｐａｎ重点計画ベンチマーク、国民経済計算の推計、科学技術白書など関係方面において調査結果が効果的
に利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（11）サービス産業動向調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、
社会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該
区分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

速
報
集
計 

月次 調査月の翌々
月下旬 

 

○ ○ ａ 

実績 
5,087人日 

 
対前年度 
＋226人日 
（＋５％） 

 20年10月～ 
21年７月分 

((旧 )21年９
月中旬) 

21年９月中旬
に終了 

 21年８月～ 
22年１月分 

 調査月の翌々
月下旬に終了 

四半期 ５，８，11，
２月の下旬 

 

 
20年７～９月期 

((遡 )21年 12
月上旬) 

21.12. 2 

 
20年10～12月期 

((旧)21年９
月中旬) 

21. 7. 9 

 
21年１～３月期 

((旧)21年９
月中旬) 

21. 8.12 

 
21年４～６月期 

((旧)21年９
月中旬) 

21. 9. 1 

 21年７～９月期  21.12. 7 

 21年10～12月期  22. 3. 1 



82 
 

平成20年 
((旧)21年９
月中旬) 

21. 7. 9 

平成20年度 
((旧)21年９
月中旬) 

21. 8.12 

平成21年計 22年２月下旬 22. 3. 1 

確
報
集
計 

月次 調査月の５か
月後下旬 

 

○ 

 
20年７月～ 

21年４月分 

((旧)21年９
月中旬) 
((遡)21年12
月上旬) 

(旧)21年９月
中旬に終了 
(遡)21年12月
上旬に終了 

21年５月～ 
10月分 

 調査月の５か
月後下旬に終
了 

四半期 ５，８，11，
２月 

 

 

20年７～９月期 

((旧)21年９
月中旬) 
((遡)21年12
月上旬) 

21. 7. 3 
 

21.12. 2 

20年10～12月期 

((旧)21年９
月中旬) 
((遡)21年12
月上旬) 

21. 8. 7 
 

21.12. 2 

 

21年１～３月期 

((旧)21年９
月中旬) 
((遡)21年12
月上旬) 

21. 8.31 
 

21.12. 2 

21年４～６月期  21.12. 3 

 21年７～９月期  22. 3. 1 

平成20年 

((旧)21年９
月中旬) 
((遡)21年12
月上旬) 

21. 8. 7 
 

21.12. 2 

平成20年度 
((旧)21年９
月中旬) 

21. 8.31 
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((遡)21年12
月上旬) 

21.12. 2 

 

２ 要員投入量 

サービス産業動向調査に係る実績は、5,087人日（対前年度226人日（５％）増）であった。 

投入量増加の主な要因としては、新旧の製表基準書に基づく集計及び遡及集計への対応（対前

年度890人日）による事務の増加が挙げられる。これら年度で変動する事務を除くと4,197人日（前

年度4,861人日）で、対前年度664人日（14％）の減少となる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 5,087人日 

■当該項目の評価  ＡＡ 
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【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統

計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 業務全体の投入量は、前年度に比べ増加（対前年度226人日（５％）増）しているが、この主な要因としては、新旧の製表基準書に基づく集計及び遡及集計への対応（対
前年度890人日）による事務の増加が挙げられるが、これら年度で変動する事務を除くと4,197人日（前年度4,861人日）で、対前年度664人日（14％）の減少となり、効
率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

前年度に比べ増加（対前年度226人日（５％）増）しているが、この主な要因としては、新旧の製表基準書に基づく集計及び遡及集計への対応（対前年度890人日）に
よる事務の増加が挙げられるが、これら年度で変動する事務を除くと4,197人日（前年度4,861人日）で、対前年度664人日（14％）の減少となり、効率的な業務運営が行
われている。 
 

「有効性」： 
サービス産業動向調査の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、

同局による迅速な調査結果の提供（公表）が行われ、ＧＤＰの四半期別速報（ＱＥ）をはじめとする各種経済指標の精度向上のほか、国や地方公共団体における各種行
政施策の基礎資料として調査結果が効果的に利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（12）家計消費状況調査 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、
社会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該
区分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

１ 平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
 提 出 状 況 

満足度 投入量 
予 定 実 績 期限 適合度 

速

報

集

計 

月次 
調査月の翌月

下旬 

調査月の翌月下

旬に終了 

○ 

○ ａ 

実績 

 247人日 

 

対前年度 

＋103人日 

(＋71％) 

 

四半期平

均 

４，７，10，１

月の下旬 

４，７，10，１

月の下旬に終了 

年平均 22年１月下旬 22. 1.28 

年度平均 21 年４月下旬 21. 4.23 

確

報

集

計 

月次 
調査月の翌々

月上旬 

調査月の翌々月

上旬に終了 

○ 

四半期平

均 

５，８，11，２

月の上旬 

５，８，11，２

月の上旬に終了 

年平均 22年２月上旬 22. 1.28 

年度平均 21 年５月上旬 21. 5. 7 
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２ 要員投入量 

 家計消費状況調査に係る実績は247人日（対前年度103人日（71％）増）であった。 

 投入量増加の主な要因としては、調査票改定への対応（対前年度187人日増）が挙げられる。こ

れら年度で変動する事務を除くと60人日（前年度145人日）で、対前年度84人日（58％）の減少と

なる。 

 

３ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 247人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統

計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 業務全体の投入量は、前年度に比べ増加（対前年度103人日（71％）増）しており、主な要因としては、調査票改定への対応（対前年度187人日増）が挙げられるが、
これら年度で変動する事務を除くと60人日（前年度145人日）で、対前年度84人日（58％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 

前年度に比べ増加（対前年度103人日（71％）増）しており、主な要因としては、調査票改定への対応（対前年度187人日増）が挙げられるが、これら年度で変動する
事務を除くと60人日（前年度145人日）で、対前年度84人日（58％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
国民経済計算の推計、家計調査の補完など関係方面において調査結果の利活用がされている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 
（13）住民基本台帳人口移動報告 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、
社会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該
区分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  総務省が定める基準に基づいて事務を
進め、期限までに提出する。 

＜製表業務の実施状況＞ 

平成21年度年度計画に対する製表実績 

区 分 
 提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

結果表出力 

月報 
調査月の翌月

中旬 

調査月の翌月中旬

に終了 
○ ○ ａ 

年報 
22. 3 

(22. 4) 
平成22年度に継続 

  

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 － 

■当該項目の評価   
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【評価結果の説明】 
総務省統計局から提示された製表基準書に基づき製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計センターに委託した製表業務に対する同局

の満足度についても、「満足」という状況である。ただし、当該業務についてはすべてコンピュータが処理しており、目標を大幅に上回って（下回って）達成することが
想定できないため、評価は不可能と判断した。 

 
「必要性」： 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが不可欠である。 
 
「効率性」： 
 
「有効性」： 
 住民基本台帳人口移動報告の製表において、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことに
より、同局による迅速な統計情報の提供（公表）が行われ、推計人口算出の基礎データ、国及び地方公共団体の各種行政施策の立案・実施のための基礎資料として効果
的に利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
１ 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表に関する事項 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる総務省設置法(平成11年法律第91号)第４条第85号に規定する国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査（以下「国勢調査等」という。）について、
社会・経済情勢に対応した統計データを迅速かつ的確に作成するため、総務省が定める基準に基づいて事務を進め、総務省が集計区分ごとに定める期限までに当該
区分の製表結果を総務省に提出する。 

(２) 上記（１）に掲げる統計調査のほか、新たな国勢の基本に関する統計調査、国勢調査等の実施に必要な試験調査、事後調査等についても、既存業務の実施状況を
勘案しつつ総務省が定める基準に基づいて事務を進める。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  経常調査（総務省統計局が１年以下の
周期で実施する調査で、労働力調査、小
売物価統計調査(消費者物価指数)、家計
調査、個人企業経済調査及び科学技術研
究調査をいう。）の投入量については、前
年度以下とする。 

 経常調査における要員の投入量の削減については、平成21年度は、要員の投入量を前年度以下
とする目標を達成するため、業務量の変動に即応した人員の機動的配置、品質管理の徹底による
手戻りの排除などの合理化を図った。 
 こうした取組の結果、経常調査に係る要員投入量（ＬＡＮ切替えに伴うプログラムの修正、日
本標準産業分類改定等の年度で変動する業務を除いたもの）については、対前年度比約９％の削
減を達成した。 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 42,640人日 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（１）人事院給与局委託業務（国家公務員給与等実態調査、職種別民間給与実態調査、家計調査特別集計（標準生計費・各分位関係）、平成

16年全国消費実態調査特別集計（標準生計費）） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

国家公務員給与

等実態調査 

平成21年調査 21. 8 21. 8.14 ○ 

○ ａ 
平成22年調査 

平成22年

度に継続 

平成22年度

に継続 
－ 

職種別民間給与

実態調査 
平成21年調査 21. 7 21. 7.14 ○ ○ ａ 

家計調査特別集計

(標準生計費・各分

位) 

平成20年調査 21. 5 21. 4.21 ○ 

○ ａ 
平成21年調査 

平成 22年

度に継続 

 
22. 3. 9 ○ 

平成16年全国消費

実態調査特別集計

(標準生計費) 

平成21年度受

託分 
21. 4 21. 4.14 ○ ○ ａ 

 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 



91 
 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 869人日 

■当該項目の評価 Ａ 

【評価結果の説明】 
 人事院給与局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統
計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量は予定より増加（対計画94人日（12％）増）しているが、この増加は、平成22年国家公務員給与等実態調査において、ホストからＰＣへの移行に伴う業務（デ

ータチェック要領の作成、システム開発等）の規模が計画よりも大きかったこと（対計画127人日増）によるものであり、この計画外の業務を除くと対計画33人日（４％）
の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。  

さらに、これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめてい

くなど、効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス

テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。  

「必要性」：  

 

投入量は予定より増加（対計画94人日（12％）増）しているが、この増加は、平成22年国家公務員給与等実態調査において、ホストからＰＣへの移行に伴う業務（デ

ータチェック要領の作成、システム開発等）の規模が計画よりも大きかったこと（対計画127人日増）によるものであり、この計画外の業務を除くと対計画33人日（４％）

の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 

「効率性」： 

 

人事行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。  
「有効性」： 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（２）人事院職員福祉局委託業務（民間企業の勤務条件制度等調査） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

３ 特記事項 

 平成20年調査について、推計表において乗率の誤りが判明し、再集計を行なった（22年３月に

判明、５月に再集計）。 

 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

民間企業の勤務

条件制度等調査 

平成20年調査 21. 4 21. 4. 7 ○ 

○ ａ 
平成21年調査 

平成 22年度

に継続 

平成22年度

に継続 
－ 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 881人日 

■当該項目の評価 Ｂ 

【評価結果の説明】 
 人事院職員福祉局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに一部を除き製表結果を 
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提出している。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。  

平成20年調査について、推計表において乗率の誤りが判明し、再集計を行っている（22年３月に判明、５月に再集計）。これに対する再発防止策として、変更のあっ

た製表基準書類及び変更内容一覧の早期提出、またプログラム改修完了後のウォークスルーテストを徹底するなどの措置が講じられている。 

投入量は予定より増加（対計画147人日（20％）増）しているが、この増加は、民間企業の勤務条件制度等調査が毎年調査票が大きく変更するという特徴があり、製表
基準書類の変更やそれに伴うシステム開発の規模が計画よりも大きかったこと（対計画262人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画115人日（16％）
の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。  

これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、

効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を概ね達成していると判断した。  
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 

投入量は予定より増加（対計画147人日（20％）増）しているが、この増加は、製表基準書類の変更に伴うシステム開発の規模が計画よりも大きかったこと（対計画262
人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画115人日（16％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。  
 
「有効性」： 

公務員制度の運営など行政施策の企画立案など関係方面において利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（３）総務省人事・恩給局委託業務（国家公務員退職手当実態調査） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

国家公務員退職

手当実態調査 
平成21年調査 22. 1 22. 1.28 ○ ○ ａ 

 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 659人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
総務省人事・恩給局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出してい

る。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量は予定より増加（対計画94人日（17％）増）しているが、この増加は、調査票に記入された任期制自衛官の退職手当額の算出方法に疑義が生じたため、対象デ

ータ（13,000レコード）を再度確認したこと（対計画57人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画37人日（７％）の増加となったものの、効率的な
業務運営が行われていると認められる。 

これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、
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効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 

投入量は予定より増加（対計画94人日（17％）増）しているが、この増加は、調査票に記入された任期制自衛官の退職手当額の算出方法に疑義が生じたため、対象デ
ータ（13,000レコード）を再度確認したこと（対計画57人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画37人日（７％）の増加となったものの、効率的な
業務運営が行われていると認められる。 
 
「有効性」： 

人事行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（４）公害等調整委員会事務局委託業務（公害苦情調査） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

公害苦情調査 平成20年度調査 21.10 21.10. 2 ○ ○ ａ 
 

 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 
 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 342人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
公害等調整委員会事務局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出し

ている。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 
 投入量は予定より減少（対計画115人日（25％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、
効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
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「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 投入量は予定より減少（対計画115人日（25％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 環境行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（５）財務省委託業務（家計調査特別集計(用途分類・品目分類・特定品目)） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

家計調査特別集

計(用途分類・品

目分類・特定品

目) 

平成20年調査 21.10 21.10.30 ○ 

○ ａ 
平成21年調査 

平成22年

度に継続 

平成22年度

に継続 
－ 

 
 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 
 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 1,372人日 

■当該項目の評価 Ａ 

【評価結果の説明】 
財務省から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計セン

ターに委託した製表業務に対する同省の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量は予定より増加（対計画141人日（11％）増）しているが、この増加は、結果表の大幅な変更（特定品目集計と世帯類型別集計を一本化）に伴う手続作成及び結

果表様式・コンスタントの追加作成及び特定品目（「スポーツ新聞等」）の追加に伴う格付、検査の件数が増加したこと（対計画158人日増）によるものであり、この業務
量増加分を除くと対計画17人日（１％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
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これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながら取りまとめていくなど、

効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 

投入量は予定より増加（対計画141人日（11％）増）しているが、この増加は、結果表の大幅な変更（特定品目集計と世帯類型別集計を一本化）に伴う手続作成及び結
果表様式・コンスタントの追加作成及び特定品目（「スポーツ新聞等」）の追加に伴う格付、検査の件数が増加したこと（対計画158人日増）によるものであり、この業務
量増加分を除くと対計画17人日（１％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 
「有効性」： 

人事行政の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 

（６）厚生労働省委託業務（雇用動向調査、賃金構造基本統計調査） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区  分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 

適合
度 

雇用

動向

調査 

平成20年

調査 

下半期 
21. 5 

(21.10) 

21. 5.11 

(21. 9.25) 

○ 

○ ａ 

年計 
21. 5 

(21.10) 

21. 5.21 

(21. 9.30) 

精度

計算 

下半期 21. 5 21. 5.21 

年計 21. 5 21. 5.21 

平成21年

調査 

上半期 
21.10 

(21.11) 
21.11.18 

○ 

精度計算（上半期） 21.11 21.11.18 

賃金

構造

基本

統計

調査 

平成20年

調査 

遡及

集計 

事業所票 21.10 21.10.29 

○ 
個人票 

22. 1 

(21.10) 
21.10.29 

平成21年

調査 

事業所票 21.10 21.10.16 

個人票 22. 1 21.12.26 
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２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

３ 特記事項 

 平成16年から19年までの事業所票及び個人票データに、新産業分類コードを付加する業務が予定

されていたが、厚生労働省からの申入れにより中止となった。 
 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 1,320人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
厚生労働省から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計セ

ンターに委託した製表業務に対する同省の満足度についても、「満足」という状況である。 
投入量は予定より増加（対計画88人日（７％）増）しているが、この増加は、雇用動向調査において、離職者票の定年の定義変更に伴うチェック要領の変更及びシステ

ム開発の規模が計画よりも大きかったこと（対計画158人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画70人日（６％）の減少となり、効率的な業務運営が
行われていると認められる。  

さらに、これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていく

など、効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 

秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ

ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。  

「必要性」：  

 

投入量は予定より増加（対計画88人日（７％）増）しているが、この増加は、雇用動向調査において、離職者票の定年の定義変更に伴うチェック要領の変更及びシステ

ム開発の規模が計画よりも大きかったこと（対計画158人日増）によるものであり、この業務量増加分を除くと対計画70人日（６％）の減少となり、効率的な業務運営が

行われている。 

「効率性」： 

 
「有効性」： 

雇用対策の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
 

  



102 
 

中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 

（７）国土交通省自動車交通局委託業務（旅客自動車運送事業輸送実績調査、貨物自動車運送事業輸送実績調査） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として 
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
  提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

旅客自動車運送事

業輸送実績調査 
平成20年度調査 22. 3 22. 3.30 ○ ○ ａ 

貨物自動車運送事

業輸送実績調査 
平成19年度調査 21. 9 21. 7.27 ○ ○ ａ 

 
 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 
 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 573人日 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
国土交通省自動車交通局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出し

ている。統計センターに委託した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」という状況である。 

 投入量は予定より減少（対計画74人日（11％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、
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効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 投入量は予定より減少（対計画74人日（11％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 交通政策の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（８）国土交通省総合政策局委託業務（内航船舶輸送統計調査、船員労働統計調査、建設工事統計調査、建築着工統計調査、建築物滅失統計

調査、住宅用地完成面積調査、建設総合統計） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として 
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区  分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

内航船
舶輸送
統計調
査 

自家用船舶
輸送実績調
査 

平成20年度 21. 6 21. 6.30 

○ ○ ａ 

内航船舶輸

送実績調査 

月次 
毎月25日

前後 

毎月25日前

後に終了 

平成20年度計 21. 6 21. 6.30 

平成21

年度達

成精度

計算 

５月

分 
21. 8 21. 8.28 

11月

分 
22. 3 22. 3. 2 

船員労

働統計

調査 

第二号調査

(漁船) 
平成20年 21. 7 21. 7.27 

○ ○ ａ 
第一号調査

(一般船舶) 

平成21年 22. 1 22. 1. 4 

 
精度

計算 
22. 2 22. 1.20 
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第三号調査

(特殊船)  
平成21年 21.12 21.11.26 

建設工

事統計

調査 

建設工事施

工統計調査 
平成21年 22. 2 22. 1.28 

○ ○ ａ 建設工事受

注動態統計

調査 

月次 

データ持
込後３日
以内 

データ持込
後３日以内
に終了 

平成20年度計 21. 5 21. 5.13 

平成20年度報 21. 6 21. 5.20 

平成21年計 22. 2 22. 2.15 

建築着工統計調査 

月次 

データ持
込後３日
以内 

データ持込
後３日以内
に終了 

○ ○ ａ 

平成20年度計 21. 4 21. 4.21 

平成20年度計

(年報) 
21. 5 21. 5. 8 

平成21年計 22. 1 22. 1.20 

平成21年計(年

報) 
22. 2 22. 2.12 

建築物滅失統計調査 

月次 

調査票持
込から１
か月以内 

調査票持込
から１か月
以内に終了 

○ ○ ａ 
平成20年度計 21. 6 21. 6. 9 

平成21年計 22. 3 22. 3. 5 

住宅用地完成面積調

査 
平成21年調査 22. 1 22. 2. 5 ○ ○ ａ 

建設総合統計 月次 
毎月10日

頃 

毎月10日頃

に終了 
○ ○ ａ 
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平成20年度計 21. 5 21. 5.20 

平成21年計 22. 2 22. 2.19 

 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 2,580人日 

■当該項目の評価  ＡＡ 

【評価結果の説明】 
国土交通省総合政策局から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出してい

る。統計センターに委託した製表業務に対する同省の満足度についても、「満足」という状況である。 

 投入量は予定より減少（対計画163人日（６％）減）し、さらに、製表基準書類の変更による事務手続の訂正、及びシステム開発の規模が計画より大きかったこと（対
計画366人日増）を除くと対計画529人日（19％）の減少となり、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、効
果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシステ
ムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 投入量は予定より減少（対計画163人日（６％）減）し、さらに、製表基準書類の変更による事務手続の訂正、及びシステム開発の規模が計画より大きかったこと（対
計画366人日増）を除くと対計画529人日（19％）の減少となり、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

住宅政策や交通政策の企画立案など関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

１ 無償受託製表 
（９）都道府県委託業務（労働力調査都道府県別集計(35県)、平成20年住宅・土地統計調査県内ブロック別集計(39県)） 

■中期計画の記載事項 

(１) 次に掲げる統計調査等について、国の行政機関からの委託を受けて委託者が明示する基準に基づき製表業務を行うほか、総務省が国勢調査等の集計の一環として 
指定する地方別集計、人事院及び財務省による家計調査の特別集計、人事院による全国消費実態調査の特別集計について、地方公共団体並びに人事院及び財務省の
委託を受けて委託者が明示する基準に基づきこれらに係る製表業務を行う。受託製表を行うに当たっては、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しないようにする
とともに、コスト管理を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 委託府省等が明示した基準に基づいて
期限までに製表結果を各府省等に提出す
る。 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
提 出 状 況 満足

度 予 定 実 績 期限 適合度 

労働力調査 

都道府県別

集計(35県) 

平成21年

調査 

四半期

平均 

四半期末月の翌

月下旬 

四半期末月の翌

月下旬に終了 
○ 

○ ａ 

年平均 22. 1 22. 1.29 ○ 

平成20年住宅・土地統計調査 

県内ブロック別集計(39県) 

該当府県の確報

集計公表のおお

むね１か月後 

該当府県の確報

集計公表のおお

むね１か月後に

終了 

○ ○ ａ 

 
 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 96人日 

■当該項目の評価  Ａ 
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【評価結果の説明】 

都道府県から提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統計セ

ンターに委託した製表業務に対する都道府県の満足度についても、「満足」という状況である。 

投入量は予定より減少（対計画41人日（30％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると認められる。 
 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、
効果的な支援を行っている。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 

 

「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 

投入量は予定より減少（対計画41人日（30％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 

「有効性」： 
地方公共団体における各種行政施策の基礎資料として活用されるなど関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

２ 有償受託製表（東京都生計分析調査、平成17年国勢調査特別集計（川崎市）） 

■中期計画の記載事項 

(２) 上記（１）の受託製表のほか、国の行政機関及び地方公共団体の行う公的統計の整備を支援するため、上記１の国勢調査等の製表業務を圧迫しない範囲内で、国
の行政機関又は地方公共団体から委託を受けて製表業務を行う。なお、これらの製表業務の受託に当たっては、実費に相当する費用の徴収を原則とし、コスト管理
を徹底する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

中期目標において受託が
指示されている統計調査
以外の受託製表 

上記（１）の受託製表のほか、国の行
政機関及び地方公共団体の行う公的統計
の整備を支援するため、上記１の国勢調
査等の製表業務を圧迫しない範囲で、国
の行政機関又は地方公共団体から委託を
受けて製表業務を行う。平成21年度にお
いては、次に掲げる統計調査の製表につ
いて受託することを予定している。 

＜中期目標において受託が指示されている統計調査以外の受託製表＞ 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 委託元 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

東京

都生

計分

析調

査 

月次 

東京都 

調査票持込

の翌月中旬 
調査票持込の翌
月中旬に終了 

○ 

○ ａ 10か月平均 
21.12 

(22. 1) 
22. 1. 5 ○ 

年平均 
22. 2 

(22. 3) 
22. 2.26 ○ 

平成

17年

国勢

調査

特別

集計 

第１次、第２次、

第３次基本集計 

川崎市 

21.10 21. 9.18 ○ 

○ ａ 

従業地・通学地

集計その１ 
21.10 21. 9.18 ○ 

従業地・通学地

集計その３ 
21. 9 21. 9.18 ○ 

抽出詳細集計 21. 9 21. 9.18 ○ 

 

２ 事務処理マニュアルの作成状況 

本調査の事務処理マニュアルを、適切に作成している。 

 

３ 特記事項 

 東京都生計分析調査について、年報集計時において、集計用データに誤りが判明し、再集計を
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行った。 

 

４ 経費 

中期目標において受託が指示されている統計調査以外の受託製表に係る費用は、平成21年度は

19,635千円であった。これらの費用については委託元から徴収している。 

当該業務に係る事業費用 19,635千円 当該業務に従事する職員数 1,565人日 

■当該項目の評価 Ａ 

【評価結果の説明】 

都道府県などから提示された製表基準書に基づき、適切に作成した事務処理マニュアルにより製表業務が行われ、定められた期限までに製表結果を提出している。統

計センターに委託した製表業務に対する都道府県の満足度についても、東京都生計分析調査及び平成17年国勢調査特別集計について、「満足」という状況である。 

東京都生計分析調査について、データの誤りが判明し、平成20年10月分から21年３月分までの再集計を行っている。

全体の投入量は投入量は予定より減少（対計画465人日（23％）減）しており、効率的な業務運営が行われていると認められる。 

これに対する防止策として、プログラム修正を行

う際はテスト実施時に修正前後のプログラムでの処理結果の確認及びシステムの分析完了時、開発完了時におけるレビューの徹底するなどの措置が講じられている。 

 これまで統計センターに蓄積されてきた経験やノウハウなどに基づき、製表委託元から提示された製表方法についてアドバイスを行いながらとりまとめていくなど、

効果的な支援を行っている。  

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。  

 

「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において製表業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 

東京都生計分析調査において、再集計が生じたものの全体の投入量は予定より減少（対計画465人日（23％）減）しており、効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 

地方公共団体における各種行政施策の基礎資料として活用されるなど関係方面において調査結果が利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
２ 受託製表に関する事項 

（３）一般からの委託に応じた統計の作成等（オーダーメード集計） 

■中期計画の記載事項 

（３）平成21年度に統計法（平成19年法律第53号）が全面施行されることを踏まえ、同法第37条に基づき国の行政機関から委託を受けた同法第34条に規定する一般か
らの委託に応じた統計の作成等を受益者負担の原則の下、平成21年度から開始することを視野に、必要な準備を行うとともに、同法施行後は、当該統計の作成等
を適切に行う。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

一般からの委託に応じた統
計の作成等（オーダーメード
集計） 

統計法（平成19年法律第53号）第37条に基づき国
の行政機関から事務の委託を受けた同法第34条に規
定する一般からの委託に応じた統計の作成等を行
う。 

平成21年４月から、一般からの委託による統計の作成等（以下「オーダーメード集
計」という。）の事務を、国の行政機関等からの委託を受けて実施している。 
平成21年度の実績は以下のとおり。 

 

調査名 受託日 
サービス開

始日 
質問・
相談 

申出 提供 

国勢調査（平成２年、７年、12

年、17年 
21. 4. 1 21. 4. 1 27件 ４件 ４件 

学校基本調

査 

（平成20年

度） 

小・中学校 学校

調査 調査票 

22. 1.29 

平成22年度 － 

大学・大学院・短

期大学学校調査

及び卒業後の状

況調査 調査票 

22. 2. 1 ４件 ０件 ０件 

賃金構造基

本統計調査

（平成18

年） 

個人票 22. 1.29 22. 2. 1 
サービスを開始して間

もないことから０件 

建築着工統計調査（平成21年４
月～） 

22. 5   

（予定） 

平成22年度

（５月から） 

サービス開始に向け準

備中 

 
また、各府省の統計所管部局に対し、平成22年度におけるオーダーメード集計サー

ビスの利用に関する要望の照会を行ったほか、利用者に対して、アンケートを行い、
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当該サービスに対する意見・要望等を把握し、オーダーメード集計の事務改善に資す
るよう図った。 
 
 

当該業務に係る事業費用 668千円 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価 Ａ 

【評価結果の説明】 
平成21年度に新統計法が全面施行に伴って開始したオーダーメード集計は、３調査（国勢調査、学校基本調査、賃金構造基本統計調査）を対象として４件の提供を行

った。また、各府省の統計所管部局に対し、平成22年度におけるオーダーメード集計サービスの利用に関する要望の照会を行ったほか、利用者に対して、アンケートを
行い、当該サービスに対する意見・要望等を把握し、統計センターの新たな業務の一つであるオーダーメード集計の事務改善に反映させるよう取り組んでおり、業務改
善に取り組む姿勢が認められる。 

以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 

 

「必要性」： 
 一般からの委託による統計の作成等の事務を、国の行政機関等からの全部委託を受けて実施するための必要な作業である。 
 
「効率性」： 
 一般からの委託による統計の作成等の事務を、効率よく行うための準備作業である。 
 
「有効性」： 

一般からの委託による統計の作成等の事務を、円滑に進められていると判断できる。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
  ３ 統計の作成及び利用に必要な情報の蓄積、加工その他の処理に関する事項  

■中期計画の記載事項 

(１) 「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」（平成18年3月31日各府省情報化統括責任者（CIO）連絡会議決定）に基づき、平成20年度から政府統計共同利用
システムの運営管理を行う。 

(２) 統計法第27条に基づく事業所母集団データベースの整備について、総務省が定める基準に基づき事務を進める。 
(３) 国勢調査等のうち総務省が指定するもの及び国の行政機関から事務の委託を受けた統計調査について、匿名データの作成を行うとともに、平成21年度に統計法が

全面施行されることを踏まえ、同法第37条に基づき国の行政機関から委託を受けた同法第36条に規定する一般からの求めに応じた匿名データの提供を受益者負担の
原則の下、平成21年度から開始することを視野に、必要な準備を行うとともに、同法施行後は、当該匿名データの提供を適切に行う。 

(４) 国の行政機関の行う統計法第32条に基づく調査票情報の二次利用及び同法第33条に基づく調査票情報の提供、上記２（３）による一般からの委託に応じた統計の
作成等並びに上記（３）による匿名データの作成及び提供を効率的かつ効果的に行うため、平成21年度に同法が全面施行されることを踏まえ、国勢調査等及び国の
行政機関から事務の委託を受けた統計調査について調査票情報及び匿名データの集積・保管を行う統計データアーカイブを構築し、運営する準備を行うとともに、
同法施行後は、統計データアーカイブを適切に運営する。 

(５) 地域メッシュ統計、社会生活統計指標、推計人口等の加工統計の作成を始めとする統計の作成及び利用に必要な情報の蓄積、加工その他の処理について、総務省
が定める基準に基づいて事務を実施する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) 政府統計共同利用シス
テムの運用管理 

・ 政府統計共同利用システムの運用管
理について、「政府統計共同利用システ
ム基本規程」（平成20年３月31日統計調
査等業務最適化推進協議会決定）に基づ
き、引き続き適切に実施する。 

一般の国民が利用する「政府統計の総合窓口（e-Stat）」及び「政府統計オンライン調査総合
窓口（e-Survey）」と行政機関が利用する「利用機関総合窓口（業務ポータル）」の２種類のサー
ビスに大別され、24時間365日のサービス提供を行っている。 
平成21年度のe-Statのトップページへのアクセス件数は、1,971,080件で１日当たり5,400件と

なり、前年度に比べ368,801件（23.0％）の増加となった。同様に、e-Statの統計表管理システ
ムに登録されている統計表データは、政府統計572統計のうち398統計757,976ファイルとなり、
そのアクセス件数は、29,535,420件で１日当たり80,919件であり、前年度に比べ15,005,042件
（103.3％）の増加となった。 

e-Surveyは、「経済センサス－基礎調査（総務省）」、「学校基本調査（文部科学省）」、「毎月勤
労統計調査（厚生労働省）」など８省庁35の統計調査（前年度４省18調査）で使用された。 
また、e-Statのトップページ上にアンケートのコーナーを設置し、e-Statについて当該サービ

スに対する意見・要望等を把握し、今後のシステム改善に反映させるよう取り組んでいる。 
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(２) 事業所母集団データベ
ースの整備 

・ 統計法第27条に基づく事業所母集団
データベースの整備について、総務省が
定める基準に基づき、毎月の商業･法人
登記情報、各府省が実施する事業所･企
業に関する統計調査の情報等を用いた
登録及び更新に係る事務を行う。 

統計局が定める基準に基づき、商業・法人登記簿情報及び平成21年科学技術研究調査の情報を
用いた事業所母集団情報の整備、市区町村の廃置分合に対応する所在地名、郵便番号、市外局番
の変更に対応した所在地等情報の更新等を行った。 

(３) 匿名データの作成及び
提供 

・ 国勢調査等のうち総務省が指定する
もの及び国の行政機関から事務の委託
を受けた統計調査について、匿名データ
の作成等を行う。 

・ また、統計法第37条に基づき国の行政
機関から事務の委託を受けた同法第36
条に規定する一般からの求めに応じた
匿名データの提供を行う。 
 

平成21年度は匿名データの作成事務に係る新規の委託はなかった。しかし、昨年度に作成した
全国消費実態調査、社会生活基本調査、就業構造基本調査及び住宅・土地統計調査の匿名データ
において、一部の匿名データについて再作成を行った。 
平成21年度の提供実績は以下のとおり。 
 

統計調査名（提供対象年次） 
質問・相

談件数 

申出 

件数 

提供件数 

（ファイル数） 

全国消費実態調査(平成元年、６年、11年、16年*1) 20 ６ ６（18） 

社会生活基本調査(平成３年、８年、13年) 28 10 10（33） 

就業構造基本調査(平成４年、９年、14年) 24 ７ ７（25） 

住宅・土地統計調査*2(平成５年、10年、15年) ６ ０ ０（０） 

*１）平成16年調査は平成22年１月から提供サービス開始 
*２）平成５年は住宅統計調査 
 
また、匿名データ提供サービス利用者に対し、アンケートを行い、当該サービスに対する意見・

要望等を把握し、今後のサービス改善に反映させる。 
 

(４) 統計データアーカイブ
の運営 

・ 国の行政機関の行う統計法第32条に
基づく調査票情報の二次利用及び同法
第33条に基づく調査票情報の提供、上記
２（３）による一般からの委託に応じた
統計の作成等並びに上記（３）による匿
名データ作成及び提供を効率的かつ効
果的に行うため、国勢調査等及び国の行
政機関から事務の委託を受けた統計調

平成21年４月からオーダーメード集計、匿名データの作成・提供のほか、各府省の統計調査の
調査票情報、匿名データ等を保管・蓄積する統計データアーカイブの運営を行っている。 
平成21年度は、総務省13調査、文部科学省１調査、厚生労働省１調査について、調査票情報の

寄託を受け、総務省の４調査について、匿名データの寄託を受けた。 
また、公的統計の二次利用制度の充実と学術研究の発展を図るため、学術研究機関と連携協力

協定を締結し、当該機関の施設を統計センターのサテライト機関として、匿名データの提供サー
ビスを行うなど、官学連携の取組を進めている。 
平成21年度は、神戸大学及び法政大学と連携協力協定を締結した。 
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査について、調査票情報及び匿名データ
の集積・保管を行う統計データアーカイ
ブを運営する。 
 

法人名 組織 
匿名データ提供 

サービス開始年度 

一橋大学 経済研究所附属社会科学統計情報研究センター 平成21年度 

神戸大学 大学院経済学研究科 平成22年度（予定） 

法政大学 日本統計研究所 平成22年度（予定） 

 
 
公的統計の二次利用の普及・啓発を図るため、統計センターホームページに公的統計の二次利

用サービスに係る情報を掲載しているほか、日本人口学会第61回大会、統計関連連合大会及び日
本統計学会春季集会等において、公的統計の二次利用制度とその利用手続について広報を行っ
た。また、日本統計学会等のメーリングリストを用いた広報も行った。 
 

(５) 加工統計等 ・  次に掲げる統計の作成及び利用に必
要な情報の蓄積、加工その他の処理につ
いて、総務省が定める基準に基づいて事
務を行う。 
(１) 地域メッシュ統計 
(２) 社会生活統計指標 
(３) 推計人口 
(４) 事業所母集団データベースの整備

（商業・法人登記簿に設立等の登
記を行った法人） 

＜加工統計等（総括）＞ 

１ 平成21年度計画に対する製表結果の提出実績等 

区 分 
 提 出 状 況 

投入量 
期 限 適合度 

加工統計等 ○ ○ 

実績 

3,317人日 

 

対計画 

＋651人日 

(＋24％) 

 
(１) 地域メッシュ統計 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成18年事業所・企業統計調査に関す

る地域メッシュ統計[世界測地系] （新

産業分類による組替え特別集計） 

21. 4 21. 4.27 ○ ○ 

ａ 

平成17年国勢調査に関する地域メッシ

ュ統計人口分布点の整備 
21.12 21. 6. 9 ○ ○ 
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(２) 社会生活統計指標 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

平成20年度市区町村データの

収集・整備 
21. 4 21. 4.17 ○ 

○ ｂ 
平成21年度都道府県データの

収集・整備 
21.11 21.11.19 ○ 

平成21年度市区町村データの

収集・整備 

平成22年度に

継続 

平成22年度に

継続 
－ 

 

(３) 推計人口 

 
(４) 事業所母集団データベースの整備（商業・法人登記簿に設立等の登記を行った法人） 

 
２ 要員投入量 
 加工統計等に係る実績は3,317人日（対計画651人日（24％）増）であった。 
 投入量増加の主な要因としては、社会生活統計指標において市区町村データについての収集に
時間を要したこと、事業所母集団データベースの整備における商業・法人登記簿情報の更新事務
（符号格付・検査事務、データチェック審査事務等）の処理能率が計画よりも低かったことなど
が挙げられる。 
 
３ 事務処理マニュアルの作成状況 
 事務処理マニュアルを適切に作成している。 
 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

人口推計集計 毎月中旬 毎月中旬に終了 ○ 
○ ａ 

人口推計年報 22. 3 22. 3.19 ○ 

区 分 
提 出 状 況 

満足度 
予 定 実 績 期限 適合度 

７～９月分 22. 3 22. 3.30 ○ 

○ ａ 
10・11月分 

平成22年度

に継続 

平成22年度に継

続 
－ 
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当該業務に係る事業費用 8,759,151千円の内数 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  ＡＡ 

【評価結果の説明】 

平成20年４月から、「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」に基づき、政府統計共同利用システムの運用管理を行っており、同システムのサービスの一つの「政

府統計の総合窓口（e-Stat）」のトップページへのアクセス件数は、21年度において1,971,080件と前年に比べ368,801件（23.0％）の増加となっている。同様に、e-Stat

の統計表管理システムに登録されている統計表データは、政府統計572統計のうち398統計757,976ファイルとなり、そのアクセス件数は、29,535,420件で１日当たり80,919

件であり、前年度に比べ15,005,042件（103.3％）の増加となっている。 

また、e-Statのトップページ上の利用者に対するアンケートから、e-Statについて当該サービスに対する意見・要望等を把握し、今後のシステム改善に反映させるよ

う取り組んでいることは評価できる。 

平成21年度に新統計法が全面施行に伴って開始した匿名データ提供は、４調査（全国消費実態調査、社会生活基本調査、就業構造基本調査、住宅・土地統計調査）を
対象として23件の提供を行った。さらに、匿名データ提供サービス利用者に対するアンケートから、当該サービスに対する意見・要望等を把握し、今後のサービス改善
に反映させるよう取り組んでいることは評価できる。 

また、公的統計の二次利用制度の充実と学術研究の発展を図るため、神戸大学及び法政大学と連携協力協定を締結し、当該機関の施設を統計センターのサテライト機
関として、匿名データの提供サービスを行うなど、官学連携の取組を進めている。 

さらに、公的統計の二次利用の普及・啓発を図るため、統計センターホームページに公的統計の二次利用サービスに係る情報を掲載しているほか、日本人口学会第61
回大会、統計関連連合大会及び日本統計学会春季集会等において、公的統計の二次利用制度とその利用手続について広報を行い、日本統計学会等のメーリングリストを
用いた広報も行ったことは、公的統計の二次利用の周知・広報に積極的に取り組んでおり、評価できる。 
加工統計等について、総務省統計局から提示された製表基準書に基づき製表業務が行なわれ、定められた期限までに製表結果が提出されている。統計センターに委託

した製表業務に対する同局の満足度についても、「満足」、「おおむね満足」という状況である。加工統計等の投入量が予定よりも増加（対計画651人日増）しているが、
この増加は、社会生活統計指標では、市区町村データについての収集に時間を要したこと、事業所母集団データベースの整備は、平成21年度からの新たな業務であった
こともあり商業・法人登記簿情報の更新事務（符号格付・検査事務、データチェック審査事務等）の処理能率が計画よりも低かったことなどが挙げられる。全体として
効率的な業務運営が行われていると認められる。 
以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 

「必要性」： 
 秘密の保護、結果精度の保持を図り、政府統計に対する信頼性の確保及び統計技術の向上に資するためには、製表に関する専門的な知見・能力を有する職員及びシス
テムを有し、かつ情報セキュリティ対策が徹底されている「独立行政法人統計センター」において統計の作成及び利用に必要な情報の蓄積、加工その他の処理に関する
業務を実施させることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 統計センターに期待されている政府統計共同利用システムの運用管理業務及び平成21年度に開始した統計データアーカイブの効率的な業務運営がなされている。 

加工統計等の投入量が予定よりも増加（対計画651人日増）しているが、この増加は、社会生活統計指標では、市区町村データについての収集に時間を要したこと、事
業所母集団データベースの整備は、平成21年度からの新たな業務であったこともあり商業・法人登記簿情報の更新事務（符号格付・検査事務、データチェック審査事務
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等）の処理能率が計画よりも低かったことなどが挙げられる。全体として効率的な業務運営が行われている。 
 
「有効性」： 
 「統計調査等業務の業務・システム最適化計画」に基づき、平成20年４月から運用管理を開始した政府統計共同利用システムについて、同システムのサービスの一つ
の「政府統計の総合窓口（e-Stat）」のトップページへのアクセス件数は、21年度において197万件を超え、幅広く利活用されている。 
 平成21年度の新統計法の全面施行に伴い、統計データアーカイブの利活用が期待される。 
 加工統計等においては、総務省統計局からの要望内容に応じた（製表基準に合致した）処理を行い、製表結果を期限までに同局に提出したことにより、同局による迅
速な統計情報の提供（公表）が行われ、各種統計調査の正確かつ効率的な統計の作成、防災対策、都市計画の基礎資料等行政施策立案のための基礎資料、各種白書など
幅広く加工統計データが利活用されている。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
４ 技術の研究に関する事項 

■中期計画の記載事項 
(１) 上記１から３までに掲げる業務に必要な技術について、次の①及び②の研究に重点的に取り組む。また、研究成果を業務運営に十分に活用し、調査環境の変化や

統計利用者のニーズの多様化に的確に対応する。 
① オートコーディングシステムの研究 

調査票の記入内容の統計分類符号への格付を自動的に行うオートコーディングシステムの研究を行う。 
特に、次に掲げる符号格付業務に研究成果を実際に適用するとともに、その適用に当たっては、格付率等の定量的な目標を年度計画で明らかにしつつ、業務

の効率化と品質の維持向上を図る。 
・ 平成20年に調査実施が予定されている住宅・土地統計調査の市区町村コード付与 
・ 平成21年に調査実施が予定されている経済センサスの産業分類符号格付 
・ 平成23年に調査実施が予定されている社会生活基本調査の生活行動分類符号格付 
また、次に掲げる符号格付業務についても実用化に向けた研究を推進する。 
・ 平成21年に調査実施が予定されている全国消費実態調査の収支項目分類符号格付 
・ 平成22年に調査実施が予定されている国勢調査の産業分類、職業分類符号格付 
・ 平成24年に調査実施が予定されている就業構造基本調査の産業分類、職業分類符号格付 

② データエディティングに関する研究 
データエディティングにおける調査票の未回答事項に対する機械的な補完方法等の研究、検証を行う。 
特に、国勢調査等の製表に研究成果、検証結果を実際に適用することとし、業務の効率化と品質の維持向上を図る。 

(２) 上記（１）の研究に当たっては、国際的な動向等に関する情報収集や、必要に応じて国内外の大学や官民の研究所、国際機関、諸外国の統計機関等の外部の機関
との間で技術協力や連携も併せて実施する。 

 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 
小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) オートコーディングシ
ステムの研究 

・ 符号格付業務の自動化のための研究を行
う。 
平成21年度は、20年度に引き続き平成22年

国勢調査の抽出詳細集計における産業分類
及び職業分類符号格付業務へのオートコー
ディングシステムの適用に向けた技術の研
究、費用対効果の分析を推進する。また、平
成24年経済センサス－活動調査の産業分類
符号格付業務の自動化に向けた技術の研究
を行う。 

 

平成17年国勢調査の抽出速報集計用の文字入力済データを用いて、ルールベース型のオー

トコーディングシステムのテスト及び結果の検証を行った。格付テストに当たっては、新分

類符号への組替え、ルールの整理を繰り返し、格付率及び正解率はそれぞれ産業分類で40.2

％、97％以上、職業分類で44.2％、97％以上となり、両分類とも目標とする格付率40％を達

成した。 

① 平成22年国勢調査に係る実用化に向けた研究 

 

現行のハードウェアに適合し、更なる精度を持つ事業所・企業に関するオートコーディン

グシステムを新たに開発することを決定した。新システムは、平成21年度に外部委託で開発

した国勢調査用のオートコーディングシステムの格付手法を参考に21年度から22年度にか

② 平成24年経済センサス－活動調査に係る実用化に向けた研究 
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けて研究・開発することとし、システムの構築は22年度末までに完了することとした。 

(２) データエディティング
に関する研究 

・ 調査票の未回答事項に対する機械的な補
完方法等の研究を行う。 
平成21年度は、引き続き諸外国におけるデ

ータエディティング手法について調査し、そ
の適用可能性を検証するとともに、国勢調査
等の調査票情報を用いてデータエディティ
ングの効果的な手法の研究を推進する。 

 

セレクティブエディティング1

(３)統計ニーズの多様化に
対応した製表技術に関す
る研究 

に関する諸外国の情報の収集に加え、平成17年国勢調査の

速報集計及び第１次基本集計のデータを用いて、データチェックリスト審査の必要性を予測

式により算出する、当該エディティングの考え方を導入した手法の有効性等について検討を

行っている。 

・ 匿名データを作成・提供する統計調査は、
今後順次拡大していくことを踏まえ、適切か
つ円滑な匿名データの作成・提供を行うため
の方法を研究する。 
平成21年度は、諸外国で主として事業所・

企業系の調査に適用されている匿名化技法
について、我が国の事業所・企業系調査への
適用可能性を検証するとともに、様々な匿名
化技法の有用性と秘匿性の評価方法につい
て研究する。 

 

匿名データ及びオーダーメード集計表の適切かつ円滑な作成・提供を行う方法の研究のた

め、諸外国におけるリモート集計等のオンライン方式による提供方法の調査を行った。 

また、ミクロアグリゲーション 2

そのほか、匿名データ作成における各種匿名化手法の有用性と秘匿性の評価方法及び学

生、研究者等に教育・訓練用データ等として提供する擬似データ作成に関する研究を行った。 

による匿名化手法の事業所・企業データへの諸外国での

適用例の調査・研究を行った。 

(４) 情報収集、技術協力等 ・ 上記（１）及び（２）の研究に資する観点
から外部研究者を採用するなどの人材の確
保に努めるとともに、国際的な動向等に関す
る情報収集や、必要に応じて国内外の大学や
官民の研究所、国際機関や諸外国の統計機関
等の外部の機関との間で技術協力・技術提供
や連携も併せて実施する。 

 

外部研究者を非常勤研究員として採用し、データエディティングの精度の評価の研究、匿

名データの秘匿性の評価方法などの研究を行った。 

また、データエディティング及びデータ秘匿に関する情報収集のため、「統計作成の近代

化に関する会議」等の会議に参加した。 

(５) 研究成果の普及等 ・ 統計技術や研究成果の普及を図る観点か
ら、研究報告などの各種資料の刊行や学術誌
等への投稿、関連学会等における発表を推進
し、刊行等の件数を３件以上とするととも

研究成果の普及を図るため、統計センターにおける製表技術の研究成果や国内外における

製表技術の研究動向の調査分析結果等の資料を４冊刊行するとともに、2009 年度統計関連

学会連合大会等で研究発表を４回行った。 

                              
1 セレクティブエディティング 

 エラーデータについて、集計値への影響度やエラーの度合いを所定の算式によって推定（スコア化）し、その大きさが一定値以上のものについて人手による審査を重点化（それ以外はコンピュータにより補定処理）する方法。 
2 ミクロアグリゲーション 

 個別データを少なくとも k 個のレコードをそなえた同質的なレコード群にグループ化した上で、そのレコードにおける個々の属性値を平均値等の代表値に置き換えること。 
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に、外部の研究者を招へいした研究会を２回
以上開催する。 

 

また、大学教授等外部の研究者を招へいした「統計技術研究会」を２回開催した。 

当該業務に係る事業費用 136,017千円 当該業務に従事する職員数 22人の内数 

■当該項目の評価  ＡＡ 

【評価結果の説明】 
 統計センターでは、オートコーディングシステム及びデータエディティングに関する研究に重点を置き、研究が進められている。 
 オートコーディングシステムの研究では、平成20年住宅・土地統計調査の市区町村コードへの導入（格付率88％）、平成21年経済センサス－基礎調査の産業分類符号格
付への導入（格付率58％）の成果を踏まえ、平成22年国勢調査及び平成24年経済センサス－活動調査への実用化に向けた研究を行っており、業務の高度化・効率化が期
待できる。なお、平成22年国勢調査の産業・職業分類オートコーディングについて、ルールの整備を行った結果、格付テストでの格付率は、目標とする40％を達成して
いる。また、平成24年経済センサス－活動調査についても国勢調査用のオートコーディングシステムの格付手法を参考に研究・開発を行うことにしている。 
 データエディティングの研究では、セレクティブエディティングを中心とした諸外国の情報を収集するとともに、製表における有効性等について検討を行い、データ
エディティング方法について精度評価の手法の研究を進めている。これらの取組は、統計センター業務への適用に向けた努力がなされているものであり、今後の業務運
営の効率化及び高度化に大きく寄与することが期待できるものである。 
 また、製表技術の研究成果や国内外における製表技術の研究動向の調査分析結果等の資料を４冊刊行した。また、大学教授等外部の研究者を招へいした「統計技術研
究会」を２回開催した。これらのことから、積極的に製表技術の普及及び研究の促進が図られている。 
 以上のことから、目標を大幅に上回って達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 統計センターが製表業務を迅速かつ正確に、また効率的に行うためには、製表技術に適用可能な研究を実施することが必要不可欠であると言える。 
 
「効率性」： 
 外部研究者の非常勤職員としての採用、外部の研究者を活用した研究会の開催など研究体制の充実が図られている。また、統計分類符号のオートコーディングシステ
ムについては、平成20年住宅・土地統計調査は約0.9千人日、平成21年経済センサス－基礎調査は約15.3千人日、平成21年全国消費実態調査は約1.3千人日の導入効果が
得られており、他の調査への実用化に向けた研究も進んでおり、製表業務の効率化が期待できる。 
 
「有効性」： 

上記の研究成果が製表業務に適用されることにより、効率的な業務運営に効果があるものと期待される。 
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中期計画の該当項目 第２ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に関する目標を達成するためにとるべき措置 
５ その他 

■中期計画の記載事項 
上記１から４までに掲げる業務を行うに当たっては、製表結果の精度確保や秘密の保護のために必要な措置を講じる。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 
小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

  製表業務の各段階における品質管理活
動を着実に実施し、製表結果の精度確保
に努めるとともに、調査票情報等の秘密
の保護を徹底する。 
 

実施状況の監視、達成状況の評価、更なる活動内容の見直しを行い、製表業務の品質管理にお
けるＰＤＣＡサイクルを着実に回すことにより、品質の維持・向上の実現に努めるとともに、民
間委託業務の品質管理についても精度の維持・向上に努めた。 

当該業務に係る事業費用 － 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
品質管理推進会議を経て定めた品質管理活動推進策に基づき、製表業務の品質管理活動を着実に実施するとともに、実施状況の監視、達成状況の評価、更なる活動内

容の見直しを行い、製表業務におけるＰＤＣＡサイクルを通じた品質の維持・向上の実現に努めている。これらは、国民に対して提供するサービスその他の業務の質の
向上に努めているものと判断できる。 

今年度は労働力調査、個人企業経済調査、民間企業の勤務条件制度等調査及び東京都生計分析調査において再集計があった。民間企業の勤務条件制度等調査及び東京
都生計分析調査についてはウォークスルーを徹底、個人企業経済調査については変更のあった集計関係資料と符号表間で不整合が生じていないか分析、労働力調査につ
いてはＪＣＬの確認を徹底し形式審査を充実するなどの対応策を講じ、再発防止に努めている。なお、プログラム中で明らかに誤りと判断できる事項については、チェ
ック機能を組み込んでおくなど、あらかじめプログラミングして対応しておくことが望まれる。 
 以上のことから、目標を十分達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表をはじめとした国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に、製表結果の精度確保のための措置は必
要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 製表業務の各段階における品質管理活動を着実に実施することで作業ミスを早い段階で発見でき、さらには、実施状況の監視、達成状況の評価、更なる活動内容の見
直しを行い、製表業務におけるＰＤＣＡサイクルを通じた品質の維持・向上の実現に努めることで、業務の効率化が期待できる。常勤職員の定員が削減されている現状
を踏まえ、製表結果の精度をいかに確保していくかが、統計センター業務の効率化の鍵を握ることとなる。 
 
「有効性」： 
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国勢調査その他国勢の基本に関する統計調査の製表をはじめとした国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上に、製表結果の精度確保のための措置は非
常に有効である。 
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中期計画の該当項目 第３ 予算（人件費の見積りを含む。）、収支計画及び資金計画 

■中期計画の記載事項 

別添１のとおり。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果  

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 ・適正な財務管理を行う。 

 

 平成21年度の経常統計調査等に係る経費については、国勢調査用ホストの増強（約44百万円増）
等があるものの、最適化計画に則し、サーバ資源の集約を目的として、前年度に統計センターＬ
ＡＮ機器の切替え及び経常調査用ホストの廃止、本年度の国勢調査用ＬＡＮ廃止の実施による経
費の減少（約126百万円減）などにより、予算額より70百万円（7.2％）を削減した。 
 一般管理費については、前年度に実施した電話機器の初期導入工事等（約37百万円減）及び事
務用什器の更新（約26百万円減）等による減少があるものの、新規単独による統計センター電話
交換機の運用（約14百万円増）及びテレワークの試行運用（約12百万円増）等を実施したことな
どによる経費の増加及び消費税の納付（約56百万円増）があることから、予算額より9百万円
（2.7％）増加した。 
 これにより、平成21年度における削減対象経費は、19年度末に比べ89.4％となり、中期目標に
おける本年度目標値（93.6％）を上回る効率化を実現した。 
 

単位：千円   

区 分 

前中期目標期間終了年度 

平成19年度（基準額） 

当中期目標期間決算額 

20年度 21年度 

金額 比率 金額 対基準比 金額 対基準比 

業務経費 

うち経常統計調

査等に係る経費 

1,033,956 100.0％ 1,003,654 97.1％ 898,679 86.9％ 

一般管理費 371,687 100.0％ 340,737 91.7％ 357,541 96.2％ 

合  計 1,405,643 100.0％ 1,344,392 95.6％ 1,256,220 89.4％ 
 

 ・利益剰余金の発生要因 平成21年度の当期総利益は356百万円であり、主な発生要因は業務の効率化による要員削減等に
よるものである。内訳は、人件費利益396百万円、リース会計処理利益15百万円、消費税納付費用
▲56百万円等であり、前年度に比べて207百万円（63.2％）減となっている。 
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・給与手当等人件費の状況 

 （退職手当を除く。） 

法定福利費等を含めた統計センター全体の人件費は6,353百万円であり、対前年度に比べ68百万
円（1.1％）増となっている。 

役員及び常勤職員の給与については、常勤職員数の削減による減少額が、再任用職員（フルタ
イム）、臨時的任用職員、超過勤務手当の増加を吸収し、前年度に比べて77百万円（1.4％）減と
なった。 
また、非常勤職員手当については、周期統計調査（平成21年経済センサス－基礎調査、平成21

年全国消費実態調査）の製表事務に対応するため、前年度に比べて145百万円（60.2％）増となっ
た。 
福利厚生費については、国におけるレクリエーション経費の取扱いに準じており、不要の福利

厚生費は存在しないほか、国と異なる手当についても存在していない。法定外福利厚生費の供花、
弔電、永年勤続表彰及び退職者表彰に係る費用についても、国の取扱いに準じている。 
 

当該業務に係る事業費用 － 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
 今期は、第２期中期目標期間の２年目にあたり、平成21年経済センサス－基礎調査等周期調査における外注委託費及び非常勤職員の投入コストなどがかさんだものの、
経常統計調査等に係る経費及び一般管理費に関しては、前期末年度（平成19年度）予算額比で10％以上の実績額を削減しており、平成21年度決算においても予算比で約
4.6％の削減をしている。また、役員及び常勤職員に対する人件費（法定福利費、退職手当除く）の削減に関しても、常勤職員の削減が行われており、一定水準以上の成
果がある。 
 当期総利益356百万円についてみると、その内訳は、業務の効率化等による人件費の利益額396百万円、リース会計処理利益15百万円、消費税納付費用▲56百万円等で
あり、適切な利益計上と判断できる。なお、人件費に係る利益処分については、当該利益が国からの運営費交付金に基づく収入から生じたものであることから、目的積
立金の申請を行わないこととしている。 
 さらに、運営費交付金債務918百万円について、その内訳は、前年度繰越金303百万円、周期調査経費の残余410百万円、経常調査等経費の残余70百万円、一般管理費節
減分50百万円及び統計センターが非特定独立行政法人化となった時に必要となる労働保険料事業主負担経費78百万円である。なお、運営費交付金の収益化率は約95％と
なっている。 
 法定外を含む福利厚生費については、国の取扱いに準じており、不要の福利厚生費は存在しないことは評価できる。 
 以上のことから、経費の節減等の適正な財務管理、効率的な業務運営が行われており、かつ予算・実績比較等の有効な財務・会計管理が行われており、目標を十分に
達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 予算管理の適切な実施は、独立行政法人の前提条件であり、その中で効率化等による経費の削減を図ることは必要不可欠である。統計センターはこれらの要求に対し
適切な財務管理を行っており、目標を達成するための効果が表れている。 
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「効率性」： 
 中期目標値を上回る業務経費の削減、人件費の削減及び随意契約の適正化が図られていることから、効率的な業務運営が図られている。 
 
「有効性」： 
 予算の設定、実績の確定、予算と実績の差異分析等に関する財務書類に基づき、有効な財務・会計管理が行われているものと判断できる。 
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中期計画の該当項目 第４ 短期借入金の限度額 

■中期計画の記載事項 

各年度の運営費交付金等の交付期日にずれが生じることが想定されるため、短期借入金を借りることができるものとし、その限度額を24億円とする。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 該当なし  

当該業務に係る事業費用  当該業務に従事する職員数  

■当該項目の評価 該当なし 

【評価結果の説明】 
 
「必要性」： 
「効率性」： 
「有効性」： 
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中期計画の該当項目 第５ 重要な財産の処分等に関する計画 

■中期計画の記載事項 

なし 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 該当なし  

当該業務に係る事業費用  当該業務に従事する職員数  

■当該項目の評価 該当なし 

【評価結果の説明】 
 
「必要性」： 
「効率性」： 
「有効性」： 
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中期計画の該当項目 第６ 剰余金の使途 

■中期計画の記載事項 

決算において剰余金が発生した時は、次の購入等に充てる。 
１ 情報通信機器その他情報システムの整備 
２ 人材育成、能力開発 
３ 職場環境の改善 
４ 広報、成果の発表 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 
該当なし 

 

当該業務に係る事業費用  当該業務に従事する職員数  

■当該項目の評価 該当なし 

【評価結果の説明】 
 
「必要性」： 
「効率性」： 
「有効性」： 
 

 



130 
 

 

中期計画の該当項目 第７ その他の業務運営に関する事項 
１  施設及び設備に関する計画 

■中期計画の記載事項 

該当なし 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 
該当なし 

 

当該業務に係る事業費用  当該業務に従事する職員数  

■当該項目の評価  該当なし（法令3

【評価結果の説明】 

に基づき、独立行政法人統計センター設立の際、専ら使用していた庁舎等（総務省第２庁舎）を無償で使用している。） 

 
「必要性」： 
「効率性」： 
「有効性」： 
 

                              
3
法令： 

(1) 独立行政法人統計センター法附則 

第６条 総務大臣は、センターの成立の際現に総務省の部局又は機関で政令で定めるものに使用されている国有財産であって政令で定めるものを、政令で定めるところにより、センターの用に供するため、センターに無償で使用させる

ことができる。 

(2) 独立行政法人統計センターの設立に伴う関係政令の整備及び経過措置に関する政令 

第15条 法附則第六条の政令で定める総務省の部局又は機関は、次に掲げる部局又は機関とする。 

１ 人事・恩給局 

２ 統計局 

３ 統計センター 

２ 法附則第六条に規定する政令で定める国有財産は、センターの成立の際現に専ら前項に規定する部局又は機関に使用されている庁舎等とする。 

３ 前項の国有財産については、独立行政法人通則法第14条第１項の規定により指名されたセンターの長となるべき者がセンターの成立前に申請したときに限り、センターに対し、無償で使用させることができる。 
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中期計画の該当項目 第７ その他の業務運営に関する事項 
  ２  人事に関する計画 

■中期計画の記載事項 
１ 方針 

（１）人材確保 
職員の非公務員化に向け、公募による競争試験を原則とした採用制度を整備し、統計や情報処理等に関する専門的基礎知識を備えた人材を確保する。 

（２）新たな雇用制度の整備 
職員の非公務員化に向け、次の制度導入に向けた準備を進める。 

① 高年齢者等の雇用の安定等に関する法律（昭和46年法律第68号）に基づく定年退職者再雇用制度 
② 大学や民間研究機関等の統計や情報技術の専門的知見を有する即戦力となる人材を雇用するための任期付雇用制度 

（３）人材育成 
国等の統計関係部門との人事交流や研修等による能力開発により、職員の資質の向上を図る。 

（４）人事評価制度 
目標管理の導入等により適正な人事評価を行う。 

２ 人員に係る指標 
当該中期目標の期間中、民間開放等による外部リソースの活用、業務プロセスの見直し等を行うことにより、常勤職員数の計画的な合理化減を行い、常勤職員数を

抑制する。 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) 人材確保  ・ 独立行政法人統計センター法（平成11年
法律第219号）の改正を受けて、職員が非
公務員化された場合は、統計や情報処理等
に関する専門的基礎知識を備えた人材の雇
用を進めるべく、公募による競争試験を原
則とした採用制度を導入する。 

（統計センター職員を非公務員化するという独立行政法人統計センター法の一部を改正する
法律が国会に提出されたが、平成21年７月、衆議院解散とともに廃案となった。この取扱い
について、21年12月25日に閣議決定された「独立行政法人の抜本的な見直しについて」にお
いて、非公務員化は凍結という扱いになっている。） 
 

専門的基礎知識を備えた人材を雇用するため、平成21年４月から６月までに10都道府県内
にある21の専門学校へ出向き、業務説明会を実施したほか、人事院が主催する官庁合同説明
会に参加し、国家公務員Ⅱ種職員（以下「Ⅱ種」という。）を志望する学生等に業務説明を
行った。 

また、平成22年度以降の人材確保のため、21年11月及び22年２月に人事院が主催する官庁
学生ツアーに参加し、Ⅱ種を志望する学生等を対象に業務説明及び職場見学等を行った。 
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(２) 新たな雇用制度の整備 ・ 独立行政法人統計センター法の改正を受
けて、職員が非公務員化された場合は、次
の制度を導入する。 
ア 高年齢者等の雇用の安定等に関する

法律（昭和46年法律第68号）を遵守し
た定年退職者再雇用制度 

 
イ 大学や民間研究機関等の統計や情報

技術の専門的知見を有する即戦力とな
る人材を確保するための任期付雇用制
度 

 

 
 
 
① 定年退職者再雇用 

平成21年度定年退職予定者等を対象として、21年５月に意向調査、10月及び12月に業務説
明会を実施する等、高年齢者等の雇用の安定等に関する法律に基づく定年退職者の再雇用に
ついて、国家公務員の再任用制度の範囲で取組を行った。 
② 任期付雇用 

国家公務員の任用制度の範囲で、研究主幹において製表技術に関する研究業務に当たる研
究者を外部より非常勤研究員として引き続き２人採用した。 
また、統計センターの主要な業務及びシステムの最適化を実現するため、ＣＩＯ補佐官を

非常勤職員として引き続き１人採用した。 
 

(３) 人材育成 ・ 総務省統計局を始めとする国等の統計関
係部門との人事交流、総務省統計研修所が
実施する統計研修への職員の派遣等による
能力開発により、職員の資質の向上を図
る。 
 

広い視野を持った人材を養成する観点から、原則、四半期ごとに統計局等と人事交流を実
施し、平成21年度の統計局等国の行政機関からの転入者数は62人、転出者数は56人であっ
た。 

また、製表企画、審査、分類、格付、集計システム企画、ネットワーク管理等の専門家を
目指し、それぞれの専門知識を取得できるよう統計局を含めた人事異動を検討・設定してい
る。 

まず、新規採用時において、全員に情報処理部門の適正検査を実施するとともに本人の希
望先を考慮しつつ、製表グループ家計班及び人口班、又は情報処理課のいずれかに配属して
いる。製表グループに配属した職員については、採用２年後に原則異動対象とし、本人の適
正等を考慮の上、製表グループ内はもちろんのこと統計局を含めた統計センター内の各部門
に異動させ、統計センター業務全般に渡る幅広い経験を積ませることとしている。また、情
報処理課に配属した職員については、適正、知識レベルに応じて統計局統計情報システム
課、又は行政管理局（情報）などを含めた情報技術部内を中心とする、又は情報技術の知識
を活かし製表部門の専門家として異動を行うこととしている。 

さらに、階層別研修によるフォローアップを充実させるとともに、職員の基本能力の啓発
状況を把握するため、若年層を対象に社会人基礎力診断テストを実施した。 
その他、総務省統計研修所が実施する統計研修に職員32人を派遣した。 
 

(４) 人事評価制度 ・ 能力評価及び業績評価から成る人事評価
制度を導入する。 
 

平成21年４月から９月までを評価期間として人事評価制度の試行を実施した。試行結果に
ついては、11月から12月にかけて人事評価制度の専門的知識を有する外部有識者による評
価・助言を受け検証を行った。12月に統計センターの人事評価に係る規程等を整備し、平成
22年１月から運用を開始した。 
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(５) 人員に係る指標 ・ 平成21年度は、業務の効率化等により14
人の常勤職員を削減し、年度末の常勤役職
員数を866人に見込む。 
 

業務の効率化により、年度末の常勤職員数は、863人という目標を実現し、更に上回る850
人（前年度末866人から16人減）となった。 

① 常勤職員数の削減 

 

 平成20年度再任用職員及び非常勤職員であった34人に加え、20年度末定年退職職員のうち
25人を新たに再任用職員として採用し、製表の専門事項の処理に当たらせることにより、業
務に関して専門性を有する人材を有効に活用した。 

② 再任用職員の採用 

 
(６) テレワークの導入 ・ 「次世代育成支援対策推進法（平成15年

法律第120号）」に基づき策定した「独立行
政法人統計センター一般事業主行動計画」
に基づき、仕事と子育てを両立するための
勤務形態策として、また、業務遂行におけ
るワーク・ライフ・バランス向上のため、
テレワークの試行運用を開始する。 
 

テレワークの本格導入に向けて、制度の詳細設計の検討に資するため、平成21年６月から
10月までの期間で、職員からモニターを募り、テレワークを試行的に実施した。 

① テレワーク前期試行の実施 

 

前期試行の結果を踏まえて、本格実施を視野に入れつつ、勤務時間管理ツールの改修その
他テレワーク環境の構築、規程類の整備を行い、平成22年２月から６月まで予定とするテレ
ワーク後期試行を実施した。 

② テレワーク後期試行の実施 

当該業務に係る事業費用 11,923千円 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
 中央集計機関としての統計センターは、利用者ニーズに即した統計業務を実施する上で、組織としての効率性を上げつつ、職員の専門的な知識・技術を向上させ、職
員が意欲を持って職務に従事できる職場環境を作ることが重要である。こうした観点から、総務省統計局等との人事交流を実施したほか、総務省統計研修所が実施する
統計研修に職員32人の派遣等をすることで、広い視野を持った人材の養成を図るとともに、定年退職職員の再任用など専門性を有する人材を有効に活用することによ
り、組織としての効率性を上げつつ、職員の専門的な知識・技術の向上に努めている。 
 また、製表技術に関する研究業務に当たる研究者を外部より採用したほか、統計センターの主要な業務及びシステムの最適化を実現するため、情報化統括責任者（Ｃ
ＩＯ）補佐官を採用するなど専門的知識を有する職員の採用にも努めている。さらに、都道府県の専門学校に出向き、業務説明会を実施するなど、優秀な新規職員の採
用に努めている。 
 仕事と子育てを両立するための勤務形態策として、テレワークの試行運用も開始され、業務遂行におけるワーク・ライフ・バランス向上に取り組んでいる。 
 さらに、業務の不断の効率化により、年度末の常勤職員は、目標を上回る850人（前年度末866人から16人減）となり、計画的な人員の削減に取り組んでいることは高
く評価できる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
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 統計センターに対する社会的ニーズに応えるためには、組織としての効率性を上げつつ、職員の専門的な知識・技術を向上させ、職員が意欲を持って職務に従事でき
る職場環境を作ることが必要不可欠である。 
 
「効率性」： 
 定年退職職員の再任用など専門性を有する人材を有効に活用するとともに、外部より非常勤研究員を採用し、外部の知見・能力の活用を図るなど効率的な取組が行わ
れている。また、常勤職員を16人削減している一方、必要な業務を行っており、効率的な法人の運営がなされている。 
 
「有効性」： 
 外部研究者の採用、統計センターの業務に関して専門性を有する定年退職職員を再任用職員として採用することは、職員の知識・技術の向上につながり、的確な業務
運営を図る上で有効である。 
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中期計画の該当項目 第７ その他の業務運営に関する事項 
３  積立金の処分に関する計画 

■中期計画の記載事項 

該当なし 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

 
該当なし 

 

当該業務に係る事業費用  当該業務に従事する職員数  

■当該項目の評価  該当なし 

【評価結果の説明】 
 
「必要性」： 
「効率性」： 
「有効性」： 
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中期計画の該当項目 第７ その他の業務運営に関する事項 
  ４  その他業務運営に関する事項 

■中期計画の記載事項 

(１) 就業規則の整備等 
 役職員の非公務員化に向けて、就業規則の整備等の必要な準備を進める。 

(２) 情報セキュリティ対策及び危機管理の徹底 
① 情報セキュリティ対策の徹底 

調査票情報、公表前情報その他の保有する情報を保全し、業務の確実な実施を確保する観点から、 
・ 毎年１回以上、全職員を対象とした情報セキュリティに関する研修を実施 
・ 「独立行政法人統計センター情報セキュリティポリシー」の内容に対する全職員の理解度について、定量的な目標を毎年度設定し、職員の情報セキュリ
ティに関する理解を促進 

・ 平成19年度に認証取得したＩＳＭＳ（ISO(JISQ)27001）に基づくマネージメントシステムを的確に運用しつつ、ＩＳＭＳの適用範囲を拡大 
等の更なる情報セキュリティ対策を講じ、情報セキュリティに関する事故の発生を未然に防止し、情報管理の徹底を図る。 

② 危機管理の徹底 
危機管理体制の点検を毎年度実施し、災害や緊急事態に即応できるような体制を保持するなどの危機管理を徹底する。 

(３) 環境への配慮 
環境保全の観点から、環境への負荷の低減に資する製品の使用を推進するなど環境に与える影響に配慮した適切な対応を図る。 

(４) コンプライアンスの徹底 
業務運営及び公的統計に対する信頼性を確保する観点から、コンプライアンスを徹底する。 
このため、コンプライアンスに対する意識の醸成に向けた研修を実施するとともに、必要に応じて監査を行う。 

(５) 職員の安全・健康管理 
職員の健康の維持・増進を図るため、労働安全衛生法（昭和47年法律第57号）等の法令を遵守し、職員の定期健康診断や産業医による職場巡視、衛生委員会の

開催等を確実に実施する。また、職員の安全管理に関し必要な措置を講じる。 
 

■各事業年度又は中期目標の期間における小項目ごとの実施結果 

小項目 達成目標 達成目標に対する実施結果（具体的数値があれば記入） 

(１) 就業規則の整備等 
 

・ 役職員の非公務員化に向けて、就業規則の整備
等の必要な準備を引き続き進める。 

 

（統計センター職員を非公務員化するという独立行政法人統計センター法の一部を改
正する法律が国会に提出されたが、平成21年７月、衆議院解散とともに廃案となっ
た。この取扱いについて、21年12月25日に閣議決定された「独立行政法人の抜本的な
見直しについて」において、非公務員化は凍結という扱いになっている。） 
 
平成22年４月１日から施行する労働基準法の改正並びに22年６月30日から施行する

国家公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護を
行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、職員及び非常勤職員に適用する就業規
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則その他規程類を見直し、改正に必要な準備を進めた。 
 

(２) 情報セキュリティ対策 ・ 平成19年度に認証取得したＩＳＭＳ（ISO(JIS 
Q)27001）に基づくマネージメントシステムを的
確に運用しつつ、年１回以上、非常勤職員も含
め全職員を対象とした情報セキュリティに関す
るｅラーニングを実施し、ＩＳＭＳ継続審査時
にその実施率を100％とするとともに、ｅラーニ
ング実施後に行う「統計センター情報セキュリ
ティポリシー」の内容に関する試験において全
員が80点以上をとることを目標とする。 
 

・ 政府統計共同利用システムの運用管理業務及び
統計データの二次利用に関する業務等に対し、
ＩＳＭＳ認証取得を拡大する。 

 

・ 情報セキュリティパトロールを実施し、情報セ
キュリティ対策を着実に行っているかチェック
し、情報管理の徹底を図る。 
 

ＩＳＭＳに基づくマネージメントシステムを的確に運用することで、情報セキュリ
ティの確保を図っているほか、統計センター全職員を対象に情報セキュリティに関す
るｅラーニングを実施し、その後の確認試験において、全員が80点以上を取得した。 
また、政府統計共同利用システムの運用管理業務及び統計データの二次利用に関す

る業務等についてもＩＳＭＳ認証を取得した。さらに、管理企画課の製表に関する基
本方針の策定に関する業務等及び情報処理課のプログラム開発に関する業務等におい
て、情報資産（統計データ等）の台帳作成を実施し、平成22年度にＩＳＭＳ認証取得
を拡大するための準備を進めた。 
さらに、12月に「情報セキュリティパトロール」を実施し、情報セキュリティ対策

の実施状況を点検したところ、身分証明書の不着用、ＩＣカードの不適切な管理等が
発見されたが、直ちに該当者に対し、各課室長から改善指導を行ったほか、テレワー
クの実施や外部委託業務等の情報セキュリティ対策に対応するため、平成22年１月に
情報セキュリティポリシーを改正するとともに、２月から３月にかけて改正内容の周
知を図るためのｅラーニングを実施した。 
その他、第１の１の（５）製表業務の民間開放に向けた取組に記載したとおり、業

務を民間事業者に委託するに当たり、履行施設へ赴いた実地指導を行うとともに、同
（６）情報通信技術を活用した業務運営の高度化・効率化に記載したとおり、万一に
備え、データのバックアップを行い、調査票情報等の漏えい防止等情報セキュリティ
対策に万全を期した。 
その結果、調査票情報等漏えい等の事象は発生しなかった。 
 

(３) 危機管理の徹底 ・ 危機管理体制の点検を年１回以上実施するとと
もに、防災の日等の機会をとらえ、職員の防災
に関する意識の向上に努めるなど、災害や緊急
事態に即応できるような体制を保持し、危機管
理を徹底する。 
 

危機管理体制の点検の一環として、異動に伴う緊急連絡網の整備を随時行うととも
に、防災の日（９月１日）や避難訓練実施などの機会をとらえて防災に関する事項に
ついて啓蒙を行った。 
また、４月にメキシコで発生した新型インフルエンザについては、統計センター内

の集団感染により、多数の休暇者が発生し、製表業務に遅れが生じることで経常調査
等の公表が遅れる等を防ぐため、各種感染防止策を講じた。その結果、製表業務に支
障を来たすほどの集団感染は発生しなかった。 
 

(４) 技術協力の実施 ・ これまで統計センターで培ってきた製表や統計
情報の蓄積等に係るノウハウや技術について、
国内外の公的統計の発展に役立てるため、国の
行政機関や地方公共団体、統計作成能力向上を
目指す発展途上国からの要請に応じ、国勢調査
等の製表業務を圧迫しない範囲で、技術協力を

カンボジア統計局への技術支援のため、関係機関からの要請に応じ、４回にわたっ
て専門職員を派遣した。 
また、製表業務の技術協力の一環として、統計局が主催する地方別事務打合せ会、

合同指導会及び実務研修会等に対して、同局と連携しながら職員を派遣した。 
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行う。 
 

(５) 環境への配慮 ・ 国等による環境物品等の調達の推進等に関す
る法律（平成12年法律第100号）に基づき、適正
な環境物品の100％調達を維持する。 
 

「国等による環境物品等の調達等に関する法律」（平成12年法律第100号）に基づ
き、業務に必要な物品等について環境に配慮したものへの転換を促進していくため、
調達計画を企画・立案し、環境物品の100％調達を実現した。 

(６) コンプライアンスの徹
底 

・ 非常勤職員も含め全職員を対象とした公務員
倫理に関する研修を実施し、コンプライアンス
意識の向上を図る。 
 

・ 統計センターの会計処理の信頼性をより高め
るための監査法人による外部監査の実施などに
より、公的統計の作成機関としての信頼性を確
保する。 

 

職員の倫理意識の高揚及び公正な職務遂行の維持を図ることを目的とし、係長等研
修においてｅラーニングによるコンプライアンス研修を実施するとともに、課長代理
相当職以上の職員を対象として、公務員倫理及びコンプライアンスについて講演会を
実施した。 
また、会計処理に関する信頼性、透明性を高めるため、法定外監査として外部監査

人（監査法人）による会計監査を実施した。 
さらに、１年に１回、業務及び会計の両面から、定期的に監事監査を実施し、把握

した改善すべき点も含め、監査結果を理事長に報告している。なお、業務の執行状況
及び会計処理上改善を要すると認められるもののうち軽微なものについては、監査実
施箇所の責任者に対し、改善措置を指示している。 
 

(７) 職員の安全・健康管理 ・ 職員の定期健康診断や産業医等による職場巡
視を実施するとともに、衛生委員会を定期的に
開催することを通じて、職員の安全や健康の管
理に取り組む。 
 

・ メンタルヘルス学習ソフトウェアにより、職
員のメンタルヘルスの基礎知識の向上を図ると
ともに、管理監督者によるラインケアの向上を
図る。また、メンタルヘルス診断ソフトウェア
を用いて、個人診断を実施することにより、自
分のストレスへの気付きと対処を促すととも
に、職場内のストレス度を把握し、職場環境の
改善に資する。 

 

衛生委員会の開催、産業医及び衛生管理者による職場巡視等を実施することによ、
職場環境の整備及び職員の安全管理を図った。 
また、メンタルヘルス対策では、職場における心の健康づくりの一つの支援策とし

て、職場のメンタルヘルスの基礎知識向上とストレスへの対処方法、管理監督者の相
談対応等について、前年度に引き続きｅラーニングによる学習を実施し、職員のメン
タルヘルス意識の向上を図っている。 
さらに、セルフストレスチェックと職場環境改善のための職場ストレス分析を行う

ことが可能な「ストレスチェック＆職場ストレス分析ソフトウェア」による定期診断
を、平成17年度から毎年度、実施している。その結果については、個人に診断結果を
配信し自分のストレスへの気づきと対処を促すとともに、課・室単位等に職場ストレ
ス度等を分析した「仕事のストレス判定図」を管理監督者等へ配布し、職場環境の改
善に努めている。 
その他、職員が注意すべき事項や監督者の役割、相談窓口等についてイントラネッ

トに掲示し、セクシャルハラスメントに関し、全職員への周知を図った。 
以上のことについて取り組んだ結果、特段、問題となる事象は発生しなかった。 
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(８) 内部統制 

 

 毎月３回、定期的に理事長を議長とする役員会議及び幹部会議を開催し、業務の進
捗状況の報告を受けるとともに、統計センター運営上の重要事項について、審議、決
定している。そのほか、イントラネットに毎月、定期的に理事長を始めとする役員か
ら職員に対するメッセージを掲載し、リーダーシップを発揮する環境を整備してい
る。 
 また、統計センターの経営理念や平成21年度の業務運営に関する計画（ミッショ
ン。以下「年度計画」という。）をイントラネットに掲載することで、職員に周知す
るとともに、年度計画に記載した目標達成のための具体的な実施計画を記載した事業
計画（アクションプラン）を作成し、イントラネットに掲載し、職員に周知してい
る。さらに、原則として四半期ごとに事業計画に掲げた事項の進捗、達成状況を理事
長に報告（モニタリング）し、次年度年度計画、事業計画の作成に反映させている。 

当該業務に係る事業費用 6,473千円 当該業務に従事する職員数 850人の内数 

■当該項目の評価  Ａ 

【評価結果の説明】 
平成22年４月１日から施行する労働基準法の改正並びに22年６月30日から施行する国家公務員の育児休業等に関する法律及び育児休業、介護休業等育児又は家族介護

を行う労働者の福祉に関する法律の改正に伴い、職員及び非常勤職員に適用する就業規則その他規程類を見直し、改正に必要な準備を進めた。 
 また、統計センター全職員を対象に情報セキュリティに関するｅラーニングを実施し、その後の確認試験において、全員が80点以上を取得し、目標を達成しているほ
か、機会をとらえて防災に関して啓蒙活動を行っている。そのほか、ＩＳＭＳに基づくマネジメントシステム運用の一環として、情報セキュリティパトロールを実施
し、調査票等情報の秘密の保護を徹底したことは、特段、問題となる事象は発生しておらず、統計センターの質、信頼を得られるものと判断できる。 
 カンボジア統計局への技術支援のための専門職員の派遣、製表業務の技術協力の一環として、統計局が主催する実務研修会等に職員を派遣する等、積極的に技術協力
が実施されている。 
 さらに、環境物品の100％調達を達成し、環境に配慮した業務運営がなされているほか、コンプライアンスの徹底のため、コンプライアンスに対する意識の醸成に向
け、公務員倫理及び服務についてｅラーニングによる研修や講演会の実施、統計センターの会計処理の信頼性をより高めるための監査法人による外部監査の実施、業務
及び会計の両面から、定期的に監事監査を実施し、把握した改善点等監査結果を理事長に報告するとともに、軽微なものについては、監査実施箇所の責任者に対し、改
善措置を指示することにより、公的統計の作成機関としての信頼性の確保に努めている。 
 職員の安全・健康管理については、産業医による職場巡視、ストレス診断等を実施し、職場環境の整備及び職員の安全管理を図るとともに、セクシャルハラスメント
に関し、職員が注意すべき事項や監督者の役割、相談窓口等についてイントラネットに掲示し、全職員への周知を図るほか、職員のメンタル面での健康も十分配慮がな
されており、問題となる事象は発生していない。 
 定期的に理事長を議長とする会議を開催し、業務の進捗状況の報告を受けるとともに、統計センター運営上の重要事項について、審議、決定しているほか、イントラ
ネットに、定期的に理事長を始めとする役員から職員に対するメッセージを掲載し、リーダーシップを発揮する環境を整備していることは評価できる。 
 また、統計センターの経営理念や年度計画（ミッション）をイントラネットに掲載することで、職員に周知するとともに、年度計画に記載した目標達成のための具体
的な実施計画を記載した事業計画（アクションプラン）を作成し、四半期ごとに事業計画に掲げた事項の進捗、達成状況を理事長に報告（モニタリング）し、次年度年
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度計画、事業計画の作成に反映させていることは評価できる。 
 以上のことから、目標を十分に達成していると判断した。 
 
「必要性」： 
 多くの情報を扱う統計センターにおいて情報セキュリティ対策を行うことは必要不可欠であるほか、それ以外の取組についても、統計センターが存続していくために
必要不可欠な事項であり、引き続き、各項目については、常にその改善、改良が求められるものであり、そのための不断の努力が期待される。 
 
「効率性」： 
 情報セキュリティ対策、コンプライアンス、安全衛生及びメンタルヘルスなどでの対応を図るため、ｅラーニングを活用しているほか、統計センターが独自に対応を
図るのみならず、専門家を活用することで効果的・効率的に対策が進められている。 
 
「有効性」： 

上記取組は、公共財である統計データを提供する責務を担う統計センターが、その機能を十分に発揮する上で、有効である。また、カンボジア統計局への職員の派遣
は、統計センターが成し得る国際貢献として意義深く、有効である。 
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